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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




「──悪いが、もう一回言ってくれるか？」


　言いながら、ケインはカウンターのストゥールからゆっくりと腰を上げた。


　すでにじゅーぶん喧けん嘩か腰ごしである。


「よく聞こえなかったみてえだぜ。こいつ」


「いいさ。何度でも言ってやる」


　にやけた笑えみを浮かべたままで、男たちは口々に言う。


　からんできたのは四人。


　そのうち一人は、一八〇のケインより、さらに頭ひとつ分は大きい。


　辺境いなかの惑ほ星しのイナカにある、小さな宇う宙ちゆう港こう近くの酒場。


　見知らぬ相手を見かけたら、一度は因いん縁ねんをつけなければ気がすまない、ごろつきふうの常じよう連れん客きやく。


　ケインに因縁をつけてきたのは、そういった連中だった。


「子ガ供キみてえな面つらして、いっちょ前にストレート飲やるなんざ生なま意い気きだ、って言ったのよ」


　大男は、ケインを見下ろしながら、さっきと全まつたく同じセリフを吐き出した。


「──そのあとで、そいつが何か言ってたな」


　ケインは、別のひとり──一番太った男に視線を向けた。
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「ああ。言ったとも」


　耳ざわりな、かん高い声で男は答える。


「女みてえな顔だし、かっこうも変だ。きっとあいつ、ホモ──」





　どげしっ！





　男がみなまで言い終えるより早く。


　ケインのブーツが、男の顔面にめり込こんでいた。


　どぉっ、と店内に歓かん声せいが満ちた。


「てっ──てめぇっ!?」


　ケリを入れられた男はあっさりその場にへたり込み、残る三人はあわててファイティング・ポーズを取る。


「この俺おれのかっこうの、一体どこが変だっつーんだっ!?」


　黒いマントをばさりっ、と大きくひるがえし、ケインは声をはり上げる。センスがズレているのか自覚がないのか。あるいはその両方なのか。


「それにもう一つ！　ここの星じゃあどうかは知らんが、俺はホモと外げ道どうにゃ生存権を認めてねえんだっ！　わかったかっ！」


　気の短いことを言うケイン。


　酒を飲み、乱れる人間はよくいるが、彼の場合は地でこれである。


「──レズはいいのか──？」


　客たちの誰だれかが投げかけた無意味なツッコミに、しかし彼はきっぱりと、


「かわいければ許すっ！」


「ふざけてんじゃねえっ！」


　吠ほえながら、一歩踏ふみ出す大男。


　無責任に双方をはやし立てる客たち。


「──お客さんがた──」


　バーテンが口を開いたその瞬しゆん間かん。





　げずっ！





　一気に踏み込んだケインの蹴けりが、大男のアゴをぶち砕くだいていた。


　その場に崩くずれる大男。


　どぉぉぉっ！


　さきほどに倍する歓かん声せいがわき起こる。


「やろうっ!?」


「よっ！　よくもっ！」


　素す手でではかなわぬと見てとったか、残った二人はズボンの後ろポケットから、飛び出しナイフを抜き出し、構える。


　──バーテンが、警察への通つう報ほうボタンをこっそり押したのはこの時だった──


「ほぉう。そーいう了りよう見けんか」


　余よ裕ゆうの笑えみを浮かべつつ、ケインは不敵な笑みを浮かべた。


「それならこっちも遠えん慮りよなしだっ！　どっからでもかかって来いっ！」


「ならお望み通り！　切り刻きざんでやらぁっ！」


　叫んで片方が突っ込んでくる。


　しかしケインはあわてず騒さわがず、ひょいっ、と横に身をかわす。


　一体いつの間に外したのか、マントだけをその場に残し。


　ぶぁさっ！


　そこに男が自分から突つっ込こんだ！


「ををっ!?」


「『ををっ？』じゃねーっ！」


　げしっ！


　マントの上から蹴けりを一発。さらに一発。もう一発。


　……結局……


　マントの中身が動かなくなるまで蹴りを入れ続けた。


「……むごい……」


「やかましいっ！」


　誰かの漏もらしたつぶやきに応こたえながら、ケインは男からマントをはぎ取る。


「刃物を抜いたその時点で、『ケンカ』じゃなくて『殺し合い』だっ！　となりゃあこっちが手加減してやる義理はねえっ！」


　言って、残りのひとりをふりかえる。


「──さて、残るはあんたひとりだぜ」


「ああ……そうだな……」


　答えて男は、ナイフを、右に、左に持ち替かえながら、じわり、とケインとの間合いを詰つめる。


「……ほぉう……」


　感かん嘆たんの声を上げるケイン。


「てっきりあのデクノボウがボスかと思ってたが……お前、かなり使えるな？」


「確かめてみろよ……自分の目で」


　男の足がひたり、と止まる。


　彼もまた、気づいたのだ。ケインの実力に。


「言っとくがな……マントのクリーニング代は払ってもらうぜ……」


　自分で足形をつけまくったマントを羽は織おり、じりっ、と半歩、歩みを進め──


　そこでケインも足を止める。


　しばらく続くにらみ合い。


　あたりに殺気が張はりつめる。


　口々に、勝手なことをわめき立てていたやじ馬たちも、二人の雰ふん囲い気きに飲まれてか、やがて全員が静まり返った。


　酒場に落ちる一いつ瞬しゆんの沈黙。


　そして──


　……こくんっ……


　誰かの喉のどが小さく鳴った。


　瞬間、ケインが一歩を踏ふみ出す！


　男が反はん応のうするより早く。


　ばたむっ！


「動くなっ！　警察だっ！」


　店の扉とびらを蹴けり開けて、なだれ込んでくる数人の警官。


「……おー。やっと来たか」


　思わず安あん堵どの声を漏もらすケイン。


　だがしかし。


「──こいつらですっ！」


　バーテンは、言いつつ真っ向からケインを指さした。


「どええええええぇっ!?」


　思わず声を上げるケイン。


　その両腕を、かけ寄ってきた警官二人がひっ摑つかむ。


「──お前かっ!?」


「……ちょっ……ちょっと待っ……」


「やかましいっ！　おとなしくしろっ」


「どひぃぃぃぃぃっ！　俺は無む実じつだぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　全然根こん拠きよのないケインの叫びもむなしく、警官二人に引っぱられ、彼は店を出てゆくことになったのだった……





　留りゆう置ち所じよはとことんクサかった。


　日当たりは悪さのしかたないとしても、床ゆかといわず壁かべといわず、正体不明のしみがこびりついているわ、部屋の隅すみにあるトイレは紙が切れてるわ、ベッドのシーツは汚よごれて灰色になってるわ。


　一体何年掃除をしてないのか聞きたいところだったが、コワイ答えが帰ってきそうな気がして、聞くのをやめたのだ。


　朝と昼に出た食事も、ドッグ・フードよりはいくらかまし、といったシロモノにすぎなかった。


「……ったく……まさかとは思うけど、今どきシラミとかいたりするんじゃねーだろうな……？」


　気のせいか、なんとはなしにむずがゆさを覚え、彼はぽりぽりと頭を搔かいた。


「……ここの警察は一体どーなってやがるんだ……罪つみもない一般市民をいきなりこんなところにぶち込んで……」


　……きぃぃっ……


　えんえんと続くケインのぐちを、扉とびらの開く音がさえぎった。


　続いて、こちらへと向かう足音ふたつ。


　そして──


「──こんなところで休暇とは、なかなかいい趣しゆ味みだな。ケイン」


　鉄てつ格ごう子しの外に立ったのは二人。片方は昨夜ゆうべ、ケインをぶちこんだ警官のひとり。そして二人目は、トレンチコートを羽は織おったひとりの男。


　としはケインよりすこし上。甘いマスクのハンサムで、さらりと伸ばした黒い髪かみが、やや場違いな印象を与える。


「……なんだ……レイル警部どのか……」


　ケインは、面おも白しろくもなさそうにつぶやいた。


「星間警察ユニバーサル・ガーデイアンが、わざわざこんな所まで何の用だ？　からかいに来たってぇんならとっとと帰ってくれよ」


　彼はそっけなく言った。


　レイル＝フレイマー。


　星間警察ユニバーサル・ガーデイアンの若き警部である。


　ケインのように、やっかいごと下請け人トラブル・コントラクターなどという仕事をしていると、さまざまな依い頼らいが舞まい込こんでくる。さすがに非合法なものは受けないが、一歩間ま違ちがえればあの世行き、などといった仕事もしばしば。むろん日ひ頃ごろのごたごたも絶えない。


　そういった中で、レイルとも以前、いくつかの事件で、かかわりあいになったことがあったのだ。


　むろん「オトモダチ」などでは決してなく、ケインに言わせれば「典てん型けい的な腐くされ縁えん」なのだが。


「……その『どの』っていうのと、ことあるごとに『星間警察ユニバーサル・ガーデイアン』っていうのと連発するのだけはやめてもらいたいもんだな……」


　レイルは小さな笑えみを浮かべて言った。


「イヤミにしか聞こえないぞ」


「いーんだよ。イヤミで言ってるんだから」


　ケインのことばに彼は苦笑し、


「わざわざこんなところまで、やっかいごと下請け人トラブル・コントラクターなんぞをからかいに来るほど暇ひまじゃないぜ。──あ、きみ」


　と、つきそいの警官をふりかえり、


「悪いけど、ちょっと外してくれませんか？」


「はっ！」


　どう見ても、レイルより十やそこらは年上のはずの警官は、彼のことばに、敬礼ひとつを残して姿を消した。


「……なんで地方警察の人間が、星間警察Ｕ・Ｇのあんたにへこへこしてんだよ……？」


「権力に弱いんだろ。きっと」


　言いながら、レイルは牢ろうの向かいの壁かべにもたれかかった。


「それに、ここの所長とは、ちょっとした顔見知りでね」


「……なるほど……」


「しかしケイン、今回はまた派は手でにやらかしたもんだな。相手は三人が病院送り。立派な暴ぼう行こう傷しよう害がい罪ざいだ」


「正当防衛っ！」


　そっぽを向いたまま、しゃあしゃあと言い放つケイン。


「先に手を出したのはお前さんの方だって？」


「先手必勝っ！」


「……あのなぁ……」


「何にしろ、ケンカを売ってきたのは連中の方なんだぜ。


　それに、二十世紀の地球の出版物の中には、はっきりと、『悪人に人権はない』って明記したものもあるんだ」


「……ないよ……そんなもん」


　レイルはうんざりとした表情で、


「……ともかく、おれはこんなところまで、へりくつを聞きに来たわけじゃないんだ。


　──用件を言おう。


　ケイン。ここから出たくないか？」


「……ここから……ねぇ……」


　ケインはジト目で彼を眺ながめつつ、


「さては──なんか裏があるな？」


「当たり前だろ」


　しゃあしゃあと言ってのけるレイル。


「親切だけで助けてやる義理はないからな。交こう換かん条件として、仕事をひとつやってもらいたい。そういうことさ」


「報ほう酬しゆうは？」


「おまえの自由」


「俺おれの？」


「そうさ」


　言いながら、レイルはふところから煙草たばこを一本取り出すと、両手の指でもてあそびながら、


「言ったろ。おれはここの所長と顔見知りでね。酒場でのケンカくらいなら、なんとか目をつむってもらえるさ」


「……はん……話にならねえな」


　ケインは小さく鼻を鳴らした。


「どんなしごとか知らねぇが、たかが酒場のケンカごときで、ンなもん押しつけられてたまるかよ」


「ほほぉぉぉぉう。けど言っとくがな、ここの裁判は時間かかるぞぉ」


「……[image: ]っ……!?」


「ちょっとした事件でも、結果が出るまで一年二年は当たり前。その間当然この惑ほ星しからは出られない。


　──となれば、だ。


　その間仕事はできなくなるし、むろん宇う宙ちゆう港こうに停とめてる連絡艇シヤトルの停てい泊はく料金や、衛えい星せい港こうの宇宙船ふねの停泊料金もそのぶん払わなくちゃならない。……これだけでもかなりの出費だと思うけどな？」


「…………」


「くわえてもしも有罪にでもなろうもんなら、軽くて罰ばつ金きん、悪くすりゃ懲ちよう役えき。そうなりゃ出費はさらに大きくなる。


　そういった出費と自由な時間とが依い頼らい料りようだ。そう考えたら、得な話だと思うけどなぁ。おれは」


「……てめー……」


　うらみがましいケインの目つきを、しかしレイルは全まつたく意に介かいさず。


「どうする？　受けてくれるか？」


「……で……？　どんなしごとだ……？」


　いやいやながら問うケイン。


「なあに、簡単な事件だよ」


　満面の笑えみを浮かべつつ、レイルは懐ふところから、一枚の写真を取り出した。


「単なる人探しさ」





　人類が、銀河に進出してからおよそ四百年。


　二十一世紀に本格研究のはじまった、精神力を物理応用する精神物理学メタ・サイコロジーによって、人ははじめて光の速度を越えた。


　人口増加の問題をかかえまくっていた人類が、われ先にと銀河各地へ飛び出して行ったことは言うまでもない。


　各地に生まれる植民惑わく星せい。


　火星改造によってつちかわれていた惑星改造技術が、居住圏をいっそう拡ひろげた。


　そして──地球の歴史でも、植民地が植民地であり続けた例がないのと同じく、あいつぐさまざまな惑星の独立。


　かくてここに、人類による銀河連合が発足し、宇う宙ちゆう暦れきをかぞえはじめたのだった。


　……とはいえ、いくら精神力の物理応用が可能になろうが宇宙に出ようが、人間の本質そのものが変わるわけでもない。やはり公害や環かん境きよう破は壊かいの問題もあれば、犯はん罪ざい、紛ふん争そうもむろん絶えない。


　そこで生まれたのが宇宙軍ユニバーサル・フオースと星間警察ユニバーサル・ガーデイアン、そしてケインのようななんでも屋トラブル・コントラクターである。


　トラブル・コントラクターは、そのしごとの性質上、かなり危ない橋を渡ることも多々あるのだが、宇宙軍ユニバーサル・フオースや星間警察ユニバーサル・ガーデイアンなどと違って、何の後うしろ楯だてもない。


　頼たよれるのはただ、自分たちの能力ちからと宇宙船ふねのみ。


　ケインの宇宙船、『ソードブレイカー』は、衛星港ドックに収しゆう納のうされていた。


　彼の乗った連絡艇シヤトルは、ドックの中で、『ソードブレイカー』の下に、上下逆さかさまにドッキングさせられる。


　むろんこのシャトルもケインのものである。物資の運うん搬ぱんなどを依い頼らいされた場合、これの存在は不可欠となる。


「お帰りなさい。ケイン」


　操縦室コツクピツトに着いた彼を、涼やかな声が出迎えた。


　コックピットの中央に、佇たたずむひとりの少女の姿。


　見た目は十六、七といったところか。長くつややかな銀色の髪かみと、愛らしい顔立ちもさることながら、何よりもまず目を引くのはその衣い装しよう。


　複雑な紋もん様ようの入ったマントとローブ、そしてさまざまな装飾品アクセサリー。


　ありていに言ってしまえば、ファンタジー物語に出てくる巫み女このような姿である。


　キャナル＝ヴォルフィード。


　この『ソードブレイカー』の主しゆ制せい御ぎよシステムである。コンピューターとしての役割も果たしてはいるが、むしろ『意志』と言った方が、ニュアンスはより近いだろう。


　その干かん渉しよう力りよくは、この船のトイレに至るまで及んではいるが、コックピット内にかぎり、彼女はこの姿の立体映像ヴイジヨンを持つ。


「出るぞ。しごとだ」


　わざとぶっきらぼうな口く調ちようで言いながら、ケインは操そう縦じゆう席せきに着く。


「ええ。レイル警部からのファクシミリが届きましたから。……けど、今回もまたぶっそうなことになりそうですね」


「単なる人探しさ」


「単なる……って、組織がらみでしょ？」


　…………


　キャナルのことばに、しばしコックピットに落ちる沈黙。


「……はぁ!?」


　間の抜けた声を上げつつふりむくケイン。


「はあ、じゃなくって……ファクシミリにありましたよ。『なお、クレイブ＝ロバーツは、デュゴール・コネクションと何らかのかかわりを持っていると推定される』って」


「なにぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


　思わずキャナルにつめ寄るケイン。


「はい。これ」


　キャナルの指さすその先の、ディスプレイに文字が浮かぶ。


　そして最後の一行には──


「──ね？」


「…………」


　しばし絶句するケイン。


「プリント・アウトしたのは、あなたの部屋にありますから」


「……あ……あいつぅぅぅぅぅぅっ！」


「……ひょっとして……聞いてなかったんですか？」


「いーや違うっ！　俺おれが聞いてなかったんじゃないっ！　あいつが言わなかったんだっ！　なぁぁにが『ヒネて飛び出した金持ちのドラ息子をとっ捕つかまえて連れてくるだけ』だっ!?　うそばっかしつきやがってっ！」


「……おかしいなー、とか思わなかったんですか……？」


「……だっ……だってだなっ！」


　キャナルにジト目でにらまれて、あわてて自己弁護をはじめるケイン。


「『知り合いから頼たのまれたんだが、実質上単なる家出、しかも相手が成人となれば、警察として動くわけにもいかん』なんて言われたら、そういうこともあるだろうなー、なんて思ったりして……」


　自分でも、いいわけになっていないと思ったか、ことばの後半はかすんで消えた。


　キャナルは大きなため息ひとつつき、


「……まあ、引き受けちゃったものはしかたないですけど……ともかくあとで、話が違う、ってかけあって、依い頼らい料りように上乗せでもしてもらうしかありませんね」


「……いや……その……それがな……」


　ケインはもごもごと口を開く。


　言いたくはない。


　言いたくはないが、今黙だまっていたところで、いつかはバレることである。


「何か問題でも？」


「……今回のしごと……依頼料……ないんだ……」


「………………は!?」


　キャナルの目が点になった。





　ケインの語るこれまでのいきさつを、黙だまって目を閉じ、聞き終えたキャナルは、開口一番こう言った。


「あほぅ。」


「なっ！　なんだよぉぉっ！　俺だってなぁぁっ……」


「『俺だってなぁぁ』じゃありませんっ！」


　ごていねいにも『俺だってなぁぁ』の部分を、ケインそっくりの声で合成までして言いつのる。


「そもそも、あなたが乱らん闘とうなんてやったのが悪いんじゃないですかっ！　そんなのに私まで巻き込まないでくださいよっ！」


「……し……しかたねーじゃないか……」


　畏い縮しゆくしまくりながらも、だだっ子のように口をとがらせるケインを、キャナルはびしぃっ！　と指さして、


「なぁぁにが一体しかたないんですかっ!?　『過ぎたことはしかたない』なんて理論のすり替かえ以外で、自分のやったことを正当化できるものならやってみてくださいっ！」


「……いや……えっと……」


「けどまあ、ともかく！」


　考えるすきを与えず、さらにことばをつなぐ彼女。


「今さらどうこう言ったところでしかたないことは事実ですから。ともあれこの件、ひとつ貸しですからねっ！」


「……わ……わかった……」


　不ふ承しよう不ぶ承しようにうなずくケイン。











[image: ]








「──あ、そーだ」


　キャナルはぽんっ、とひとつ手を打った。


　おかしな所で凝こり性しようらしく、立体映像が手を打ったその瞬しゆん間かんに、どこからともなく『ぽんっ』と効果音が入る。


「ケインがこの借り忘れないうちに──ね、ケイン[image: ]」


　いきなり猫なで声で、


「実は私、買ってほしいものがあるんですけど[image: ]」


「……買ってほしいもの……？」


「ええ。こんどヘッケラー社から出た新製品の、対空ファランクス粒ビ子ー砲ム[image: ]　これが性能もデザインもいいんですよねー[image: ]　船の左右翼よく上下につけるぶん、四基でいいですから[image: ]　これ、カタログの写しです」


　ことばと同時に、ケインの手近にあるパネルが、一枚の紙を吐き出した。


　一体どこから手に入れたのか、兵器カタログの一ページである。


「げ。」


　値段を見るなり、思わずケインは絶ぜつ句くした。


「ね。いいでしょ[image: ]　買ってくださいね[image: ]」


「お……お前なぁ……依い頼らい料りようも入んねえってのに、こんなくそ高いもん四つも……」


「……買ってくれないんですかぁ？」


　キャナルは、ぷぅっ、と頰ほおをふくらませ、


「ねえ、買ってくださいよぉっ！　お・ね・が・い[image: ]　買ってくれなきゃ生命維持装置ライフ・システム止めちゃいますよっ！」


　……このガキ……いつか基板にコーヒーこぼしちゃる……


　心の中で毒どくづきながらも、しかたなしにうなずくケイン。


「わかったわかった！　今度のしごとが片づいたら、どっかの惑ほ星しで買ってやるよ！」


「ありがとうございます[image: ]　じゃあこの話はここまで、ということで」


　キャナルはにっこりとほほえむと、


「それじゃあともかく、出港手続きをすませてください。私はシステム・チェックと航路設定しときますから。行き先は──たしか太陽系ですね」


「ああ。辺へん境きよう中の辺境だ」


「人類発はつ祥しようの地ですよ。……確かに辺境ですけど……」


　銀河連合の樹じゆ立りつで、一番痛手をこうむったのは太陽系だった。


　なにしろ超光速航法が開発されるまで、人類はこの狭せまいエリアにひしめいていたのである。めぼしい資源はあらかた掘りまくられていたし、一いつ朝ちよう一いつ夕せきには自然の回復はままならないほど公害も蔓まん延えんしていた。


　地域的にも、交通の要よう所しよとなれる条件はない。


　資源はないわへんぴな場所だわ、リゾート地になるほどの自然もないわ。


　これでいきなり、資金源の植民惑わく星せいが独立しまくったものだから、ひとたまりもない。


　あれよあれよといううちに、見る影もなくおちぶれて、今では単なる一辺境星域となり果てていた。


　太陽系で、現在人類が生活しているのは、地球と火星、あとはいくつかのスペース・コロニーくらいだが、今回向かうのは火星。


「全システム異い常じようなし。航路、銀河エリア１‐３‐Ａ、太陽系へ。設定完了」


「出港手続き終了。十一番ドック、『ソードブレイカー』出港します」


『オーケイ。十一番ドック、ゲート開きます』


　管制室からの通信と同時に、船体を繫つなぐ係けい留りゆうフックのロックが外れ、ゆっくりとゲートが上下に開く。


　その外にひろがるのは──


　蒼あおい惑わく星せいを左に眺ながめ、虚こ空くうにひろがる無数の星々──


　ドックの中から無重力の海に。『ソードブレイカー』は、全長二一〇Ｍのその姿を徐々に現わしていった。


「『ソードブレイカー』より管制室へ。ドックよりの出港終了。ご協力を感謝します」


『了解。よい航海を』


　キャナルの声に、管制官の声が応こたえた。


「『ソードブレイカー』──」


　コントロール・パネルに指を走らせる、ケインの声がコックピットに響ひびく。


　稼か動どうするエンジンが、かすかな振しん動どうを伝える。


「ＧＯ！」


　今──


『ソードブレイカー』は発進した。


　宇う宙ちゆうへと。












　火星マーズ




「さて──と、だ」


　ひととおりの操そう作さ・設定を終え、ケインは大きく伸びをした。


　後ろに佇たたずむキャナルの姿をふりかえり、


「相転移航法フエイズ・ドライブ可能域まで、まだ時間があるな」


　彼は尋ねた。


　相転移航法フエイズ・ドライブ──早い話が超光速航法である。


「そうね。このままの速度なら、標準時間であと約八時間後です」


　標準時間は、地球のそれに準じており、人類の故郷が辺へん境きようの一惑わく星せいとなり果てた現在も、共通基準として使われている。


「わかった。速度はこのままでいい。その間に、火星に関するデータと、……何だったけな？　今回の依い頼らいに関係している組織……」


「デュゴール・コネクションね」


「そうそう。そいつに関する資料もできるだけ頼たのむ」


「了解。とりあえず、予備シートでコーヒーでも飲んで待っててください」


「オーケイ」


　ケインは操縦席から腰を上げ、ちょうどキャナルの後ろにある、予備シートへと移動する。


　シート横のミニ・デスクの上面が開き、マグ・カップに満たされた、湯気の立つコーヒーがせり上がってきた。


　むろん彼の好みに合わせた、ブラックの、灼やけるように熱い奴やつである。


　しばしくつろぐその間、キャナルの姿は消えている。


「……組織かぁ……あんまりかかわりあいになりたくねーわなぁ……」


　マグ・カップを片手につぶやくケイン。


「──いきなり、そのクレイブとかいうクソガキはり倒して、誘ゆう拐かいして連れ帰る、ってテはあるわな……これなら平へい穏おん無ぶ事じにことも進むし……」


　むろん本気で言っている。


　コーヒーが、半分ほどに減ったころ、ふたたびキャナルは現われた。


「デュゴール・コネクションに関する詳くわしいデータは、現地警察関係のコンピューターへの強制侵入ハツキングに、すこし時間がかかりそうです」


「ふぅん」


　立派な違法行為を、へーぜんと述べるキャナルのことばを、しかしあっさり聞き流すケイン。


　それで他人にめーわくがかかるわけでなし、それなら別にいいではないか、というのが彼の持じ論ろんである。


「とりあえず火星のデータと、デュゴール・コネクションのざっとした情じよう報ほうは手に入りましたけど、聞きます？」


「組織の方だけ頼たのむ。火星の方はあとでデータをプリント・アウトしといてくれ」


「わかりました。


　デュゴール・コネクション。デュラス＝デュゴールを創立者として、太陽系第四惑わく星せい、火星にその本ほん拠きよを置き、太陽系にその影響力を及ぼす犯はん罪ざい組織。


　デュラスは十二年前に死亡。今はその息子の、ダーレス＝デュゴールが組織を動かしています。


　現在──」


　と、キャナルは珍しく、ここでかすかに眉まゆをひそめ、


「──現在、同太陽系に進出を計画中と推定される犯罪結けつ社しや、『ナイトメア』と──」


「ナイトメア!?」


　思わずケインは声を上げていた。


　銀河にその名を知らぬ者はない、と言ってもいいだろう。まさに銀河系最大規模の犯罪組織である。


　表向きの顔はあくまでも、ゲイザー・コンツェルンの名を持つ企き業ぎよう体たい。


　今から四、五十年前までは、ふつうの企業だったらしいのだが。


　大企業が犯罪組織と結びつき、結果、組織に乗っ取られてしまう、という構図はままあるが、ここに関しては、企業が犯罪組織を生んだ、というのが正しいだろう。


　なぜなら、『ナイトメア』の今の支配者、アルバート＝ヴァン＝スターゲイザーこそが、企業体ゲイザー・コンツェルン創そう始し者しやの息子なのだから。


　なにゆえ彼が、企業体より犯罪結社を望んだか、また、どうやって銀河一の犯罪組織にのし上がったのか、それを知る者はいない。


　ともあれケインにとっては、かかわりあいになりたくない人物・団体のトップ５に入ることだけは確かである。


「……『ナイトメア』が……どうしたって？」


　なんとか気を静めると、キャナルにことばの先をうながす。


「デュゴール・コネクションは現在、『ナイトメア』と対立状態にあります。総合力ではむろん『ナイトメア』が圧倒していますが、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンの介かい入にゆうをおそれてか、『ナイトメア』側は本格的な侵しん攻こうができずにいるようです」


「……なるほどね……」


　宇宙船の一隻せきや二隻、刺し客かくの数十人程度なら、レジャーだの何だのといった名目で送り込むこともできるだろう。


　しかしそれ以上の動きになれば、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンも黙だまってはいない。最悪の場合、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンの要よう請せいで、宇宙軍ユニバーサル・フオースが動き出す恐れさえある。


　となればやはり、少数精せい鋭えいで攻めるしかないのだが、いくらデュゴール・コネクションが辺へん境きよう地方の組織とはいえ、宇宙船ふねの数隻、刺客の数十人程度で、どうにかできるわけはない。


「──ところでキャナル」


　コーヒーのカップを口もとまで運びつつ、なにげない口く調ちようで尋ねるケイン。


「『ナイトメア』について、お前さん、何を知ってる？」


　問われて、しばしの沈黙を置いたあと、


「──銀河系最大の犯はん罪ざい組織で──」


「そうじゃない」


　彼女のことばをさえぎって、


「そういう通り一遍のことじゃない。『ナイトメア』の名が出たとたん、らしくもなく、お前さん、口ごもったよな。ひょっとしたら、お前さんだけしか知らないことがあるんじゃないか──なんて、ふと思ってね」


　しばし二人は見つめ合う。


　ややあって、先に目をそらしたのはキャナルの方だった。


　小さくかぶりを振ふりながら、


「……今はまだ、話せないわ……」


「──そうか」


　ケインはあっさりとうなずいた。


　彼女がそうと判はん断だんするなら、それを信じるまでである。


「とにかく、デュゴール・コネクションの詳くわしい資料が届とどいたら、プリント・アウトしといてくれるか」


　言いながらケインは席を立つ。


「どこへ？」


「自分の部屋。シャワーでも浴びてひと寝入りするわ。きのうは留りゆう置ち所じよで、あんまり眠れなかったからな。


　相転移航法フエイズ・ドライブができる場所まで来たら起こしてくれ」


「わかりました。ごゆっくり」


　ケインが居住区画に入ったことを確認し、


「……さて……」


　キャナルは星間通信の回線を開いた。





『レイル様、星間通信が入っております』


　彼が電話連れん絡らくを受けたのは、ホテルの部屋でのことだった。


　ビジネス・ホテルなどではない。文句なしの一流のホテルである。


「……星間通信？」


　フロントからの電話連絡に、彼はかすかに眉まゆをひそめる。


　よくあるのだ。どこかで何かの事件が起こって、せっかくの休暇が台なしになる、ということが。


　まあ、それは警官の宿命みたいなものだが。


『宇宙船『ソードブレイカー』からの、画像ビジユアル・通信コミユニケートです』


「……ケインか……」


　彼は小さく笑えみを浮かべる。


「いいだろう。つないでくれ」


『かしこまりました』


　フロント係の声が消えてからしばし。


　壁かべに埋うめ込こまれた画像ビジユアル・通信機コミユニケーターのコール・サインが響ひびく。


　レイルは通信機のスイッチを入れた。


「……[image: ]っ……」


　ディスプレイに映し出された顔を見て、彼は思わずうめいていた。


『おひさしぶりです。こちら『ソードブレイカー』のキャナルです』


　画面の中でやたらとにこにこ笑みを浮かべているのは、彼の予想に反して、愛らしい一人の少女。


　かつて一度だけ顔を合わせたこともあったが、なんとなく、彼の苦手なタイプだった。


「……ケインじゃなかったのか……」


　シャツの首もとをゆるめつつ、レイルはぽつりとつぶやいた。


『ええ。ケインはちょっと……それで、ですねぇ、今回の依い頼らい料りようについて、ご相談したいことがあるんですけど』


「ケインから聞かなかったのか？」


唇くちびるの端に冷笑を浮かべた彼のことばに、キャナルは顔を曇くもらせて、


『……その……聞くには聞いたんですけれど、いまひとつはっきりしなくて……彼がもし、噓うそを言ってなければ、ケインが酒場で暴あばれたことを、あなたの口ききでなかったことにしていただくかわりに、今回のしごとを受けた、と』


「ま、そういうことだ」


『……私は、ケインがどんなケンカをしたのかは知らないんですけど、それって罪になるようなものだったんですか？』


「まあ、相手のほうも病院送りになってるからな」


　心配顔で尋ねるキャナルに、余よ裕ゆうの口く調ちようで答えるレイル。


『──へぇぇぇぇぇ。』


　だがしかし、この瞬しゆん間かん、キャナルの態度は一変した。


　うってかわって陽気な口調で、


『とどのつまり、地方警察にコネを使って、犯はん罪ざいを見逃すかわりに、しごとをひとつやらせよう、というわけですね』


「……人ぎきの悪い言い方をするな」


『けど事実でしょ。職権乱用、犯罪幇ほう助じよ、おまけに恐きよう喝かつも加わるんじゃありません？　うんうん、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンクビになるにはじゅーぶんですね』


「証しよう拠こはないっ！」


　思わず声を荒げるレイルに、しかしキャナルはにっこりほほえんで、


『……この通話、私が記録してないとでも思います？』


「[image: ]っ！」


　思わず絶ぜつ句くするレイル。


　しかしここまで来たら、もうあとの祭りである。


『で、依い頼らい料りようの話ですけど。私の口くち封ふうじもふくめて一万クレジット……』


「なにぃぃぃっ!?」


『と、言いたいところですけど、うちのケインも悪かったわけですし、おまけして五千クレジット』


「それでもじゅーぶん高いわいっ！」


『……じゃあ四千ということで……』


「せめて二千っ！」


　レイルのことばに、キャナルはにっこりうなずいた。


『わかりました。それでは二千。あとでわたしの口座番号お知らせしますから、そっちの方にお振り込み願います[image: ]　毎度ありがとーございましたー[image: ]』


　笑え顔がおの残ざん像ぞうだけを残し、ダーク・アウトする画面。


『──よく考えたら二千って……相場のほとんど倍じゃねーか……」


　ホテルの部屋でただひとり、レイルはぼーぜんとつぶやいたのだった。





「そろそろか」


　ケインがコックピットに戻もどってきたのは、ほぼ八時間後のことだった。


「そろそろです。五分前に相転移航法フエイズ・ドライブ可能空域に入りました」


　ほがらかな声で答えるキャナル。


　むろんレイルとの裏取引のことはおくびにも出さない。


「航路設定と機関チェックも済すんでます。あとはあなたの命令だけです」


「了解。それじゃあさっそく……」


　ケインはパイロット・シートに着くと、コントロール・パネルに指を走らせる。


「相転移航法フエイズ・ドライブシステム起動！　進路、銀河座標１‐３‐Ａ、太陽系へ！」


「了解。相転移航法フエイズ・ドライブシステム、起動します」


　ヴ……ン……


　低い振しん動どうがコックピットの内部を満たし、メイン・ディスプレイに映った宇宙が、うす青く輝いた。


　やがて星々が瞬またたきはじめる。空間が歪ゆがみはじめたのだ。


　グンッ！


　瞬しゆん間かん、ディスプレイに映った星がすべて消え去り、奇き妙みようなプレッシャーが一いつ瞬しゆんケインの全身を襲おそう。


　画面に映るのは、ただうす青い暗くら闇やみのみ。


「超光速空間への突入完了。システム異い常じようなし。目標空域到達まで、およそあと三十標準時間」


　事務的な口く調ちようでキャナルは言った。


　言うまでもないことではあるが、いくら光の速度を超えるといっても、無限の速さが出るわけではない。


「……一日ちょい、か……」


　ケインはシートから立ち上がり、居住ブロックへと続くドアに向かう。


「じゃ、俺おれはメシでも食って寝るから……」


「また寝るんですか？」


　あきれた顔で言うキャナル。


「何を言う」


　ケインはいたって真ま面じ目めな顔で、


「一日中ごろごろ寝て過ごすってぇのは男の夢なんだぞ」


「……それって……腐くさってるよーな気がするんですけど……」


「そーかなー？」


「ともかく、そんなじゃ頭も体もなまっちゃいますよ。運動するとか……なんならチェスの相手しましょうか？　難レ易ベ度ル２くらいで」


「……やだよ……」


　ロコツに顔をしかめるケイン。


「……前から聞こうと思ってたんだけどさ……俺とチェスやる時、お前ひょっとして、負けそうになったら、こっそり難レ易ベ度ル上げてないか？　いきなり手ごわくなる時があるんだけど……」


　──スルドい──


　人間ならば、思わず額ひたいに汗するところだが、キャナルはいたって平然と、


「そんなことしませんよ。難レ易ベ度ル２ってのは、前半と後半で、思考パターンのくせをわざと変えてあるから、そんなふうに思うんでしょ」


「……そんなもんかなぁ……とにかく、まずは食い物だ。キッチンの方に行ってるから、てきとーなメニューで食事を頼たのむ」


「了解」


　ドアの向こうに消えるケインの姿を、にこやかな笑えみで見送りながら、キャナルはこっそり思うのだった。


　──よかった……ポーカーのほうのイカサマには気づいてないみたいね……





　ヴ……ン……


　低い振しん動どう音おんとともに、メイン・ディスプレイが闇やみ色いろに染まる。


　そして現われる、星々の光。


「通常空間へのドライブ・アウト完了。全システム、オール・グリーン。星間座標照合。目標地点、太陽系外周と確認」


「ここが人類発はつ祥しようの地、ってやつか……」


　ケインはぽつりとつぶやいた。


「──ケイン」


　彼の小さな感かん慨がいを、キャナルのことばがうち破る。


「レーダーに反はん応のう。宇宙船、艦かん隻せき数十一。このまま進めばすれ違うことになります」


「てきとーに挨あい拶さつでも送っといてくれ」


　なげやりな口く調ちようで言うのに、彼女は首を横に振ふり、


「……それが、どうもおかしいんです……登録照会によれば、ルクレウス社の輸ゆ送そう船せんと護ご衛えい艦かん、ってことになってるんですけど……エネルギー反応が異常に高いんです」


「どういうことだ？」


　言ってケインは姿勢を正した。


「エネルギー物資を輸送してるとか……」


「そういう反応じゃなくて。……言うなれば、戦せん闘とう艦かんの反応なんです」


「──モニターに出せるか？」


「ええ。二番ディスプレイに出します」


　キャナルが答えると同時に、並んだサブ・ディスプレイの一つに、一隻の宇宙船が映し出された。


「まず、こっちが護衛艦」


　距離のわりには鮮せん明めいな画像である。


「ルクレウス社製の二〇〇Ｍ級護衛艦。武装はかなり強力です」


　モニターが再度切り替かわり、箱にエンジンを取りつけただけのような、ぶあいそなデザインの船が映る。


「これも同社製の四〇〇Ｍ級輸送艦……ってことになってますけど……即き存そんデータにはないタイプです」


　言って表情を曇らせる。


「考えすぎじゃねーのか？」


「……うん……」


　キャナルはあいまいな返事を返し、


「……けどね、ルクレウス社って、デュゴール・コネクションの息のかかった会社なんですよ。


　……もちろん、単なる偶ぐう然ぜん、って可能性ことはありますけど……」


「……ふぅん……」


　思わずケインは腕を組む。


「──待って。あっちから音声通信が入ってるわ。つなぎます」


　一いつ瞬しゆんの間を置いたあと、スピーカーから、ぶあいそな、男の声が流れ出す。


『──こちらルクレウス社第四輸ゆ送そう部ぶ、代表、護ご衛えい艦かん『ウラヌス』。貴艦の航行の無ぶ事じを祈る』


　宇宙船どうしが交わす、いたってありきたりなあいさつ文句である。


　ケインも通信のスイッチを入れ、


「──こちらトラブル・コントラクター、ケイン＝ブルーリバー『ソードブレイカー』。貴艦の航行の無事を祈る」


　型どおりのあいさつを終え、通信を切る。


「──どうするの？　ケイン。すれ違うまではあと約六十秒。ちなみに──あのタイプの護衛艦の射程距離内まであと約三十秒よ」


「……とりこし苦労だとは思うがな……」


　ケインは小さなため息をつき、


「……なんとなく、おかしな予感がすることは確かだ。バリアの展てん開かい準じゆん備びはしておいてくれ。──それと、護衛艦と輸送艦を常時モニターでチェック」


「了解。電でん磁じバリア展開準備──」


「──いや」


　キャナルのセリフを遮さえぎるケイン。


「サイ・バリアの方だ」


　彼女は一いつ瞬しゆん、怪け訝げんな顔をするが、ケインの表情から一体何を読み取ったか、


「──了解。サイ・バリア展開準備。護衛艦射程内まであと五秒──」


　じっとモニターを見つめるケイン。護衛艦には何の動きもない。


「──護衛艦射程内に入りました。相手の動きはありません」


　キャナルは、ふぅっ、とひと息をつき、


「……どうやら私のとりこし苦労だったみたいですね……」


「──まだだ」


　ケインはぽつりとつぶやいた。


「──え？」


「現状維い持じのままで頼たのむ。さっきから、いやな予感が消えん」


「──了解。あと約十秒ですれ違います」


　モニターにじっと視線を注そそぐケイン。


「あと五秒──」


　その時。


　変化が起こったのは、輸ゆ送そう艦かんの方だった。


　まるでホウセンカの実がはじけるように、ぽぅんっ、と外がい装そうが吹き飛ぶ。


　──爆ばく発はつした？──


　一瞬、ケインはそう思った。


　だが違う。


　外装のふき飛んだあとに現れたのは、十隻せきにものぼる大型戦闘艦！


　すでに旋せん回かい砲ほう頭とうは、こちらに狙ねらいをつけている！


「バリア展開っ！」


　内心、歯がみしながら叫ぶケイン。戦闘艦にハリボテの外装をつけて、輸送艦としてカムフラージュしていたのだ。


「了解！　バリア展開！」


　キャナルのことばが終わると同時に──


　衝しよう撃げきが、『ソードブレイカー』のコックピットをゆるがした。





　全ぜん砲ほう門もんの一いつ斉せい射しや撃げきに、空間が白く輝いた。
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　たった今まで、『ソードブレイカー』のいた場所だ。


「ほぼ全ぜん弾だん、直ちよく撃げきです！」


　航行士の報告に、『ウラヌス』の艦長は、唇くちびるの端を小さく吊つり上げた。


　粒ビ子ー砲ムにミサイル、磁レ気ー射ル出ガ弾ン。ありったけの兵器を、この至近距離から叩たたき込こんだのだ。いかに強力な電でん磁じバリアを展てん開かいしようと、ひとたまりもないはずだった。


「はん。たあいもない。たった一隻せきでのこのこやって来よって。それで何かできるつもりだったか？」


　冷笑を浮かべたままでつぶやいた。


　だが──


「敵艦、なおも健在です！」


　航法士の、悲ひ鳴めいにも似た報告に、彼の顔から笑えみが消えた。


「──ばかなっ!?」


　光の消えたスクリーンに、星空をバックに、『ソードブレイカー』のシルエットがくっきりと映し出される。


「ありえんっ！　そんなことはっ！」


　彼の知る限り、今の攻こう撃げきに耐えうるバリアなど、存在しないはずだった。


「……ど……どうします？　艦長……？」


　うろたえる航法士の問いに、しかし彼は、答える術すべを持たなかった。





「被ひ害がい状じよう況きようは!?」


　ケインの問いに、キャナルの声が即座に答える。


「──全機関異い常じようなし！……ただし……」


「どうした!?」


「衝しよう撃げき緩かん和わシステムの許容量超えましたからねー……食器のたぐいはほとんど壊こわれちゃいましたね……」


「……あいつらぁぁっ……何なんだ!?　いきなり一体!?」


「さあ……それよりどうします？　反撃？」


　ケインは一いつ瞬しゆん考えて、


「──いや。ここは逃げの手だ」


「了解。バリア解かい除じよ！　エンジン出力アップ！……けどめずらしく弱気に出ましたね」


「ここでヘタに撃げき破はして、また警察にでも捕つかまっちゃかなわん」


「なるほど。いちおー反省って単語は知ってるんですね」


「……お前……俺おれを一体何だと……」


「敵艦隊回かい頭とう！　追って来ますっ！」


　突っ込こむだけ突っ込んでおいて、いきなり真ま面じ目めな話題に戻もどるキャナル。


「えぇいっ！　しつこいっ！」


「後ろから砲ほう撃げき、来ますっ！」


　回かい避ひするには遅すぎる！


「エンジン噴ふん射しやカット！　サイ・バリア再さい展てん開かいっ！」


「了解っ！」


　声と同時にふたたび衝しよう撃げき。前の砲撃ほどではないが、それでも普ふ通つうの宇宙船ふねならば、あっさりとバリアを破られ、沈んでいるところである。


　が──


　その強大な防ぼう御ぎよ力りよくを誇るサイ・バリアも、それゆえの弱点がある。


　バリア展開中、こちらからの攻こう撃げきが不可能なのは言うまでもなく、エンジンも使えなくなる。風船の中でいくら風を越こしたところで、風船そのものが動くわけはないのと同じりくつである。


　バリア・エネルギーを噴ふん出しゆつさせ、それを推進に利用する、というテはむろん使えるが、エンジンの出力には、さすがに遠く及ばない。


　今はまだ距離も開いているが、相手が反転し、加速をかけはじめれば、追いつかれるのはすぐである。


　そうなれば、もうどうしようもない。


「……やるしかねーかっ!?」


　やけくそ気味に声を上げ、ケインは操そう艦かんレバーを握にぎりなおす。


「キャナル！　俺が合図したら、バリア粒りゆう子しをＹ‐Ｚ軸任意方向に噴ふん射しやののち、バリア・カット！　同時にエンジンを最大出力で稼か動どう！


　回かい避ひ行動は俺がやる！」


「了解っ！　あてにしてるわよ」


　ケインは無言でうなずいた。


　砲撃の薄くなる一いつ瞬しゆん、というのは確かにある。しかしそれを見み極きわめるなど、コンピューターでは不可能。むろん人間にも無理。


　早い話が、運とカンだけが頼りである。


　ガゥン！


　いくどめかの衝撃が、『ソードブレイカー』の船体をゆるがした。


　瞬間。


「ＧＯ！」


　ケインが叫んだ。


『ソードブレイカー』の船体が右下に沈み込み、ついでバリアが消失する。


　ほとんど同時にエンジンが、蒼あお白じろい輝きを生み出した。


「敵艦隊、なおも砲ほう撃げき……」





　ゴッ！





　キャナルのことばを遮さえぎって、にぶい音と衝しよう撃げきが走る！


「──当てられたかっ！　損害はっ!?」


「左さ舷げん上面！　敵の粒ビ子ー砲ムがかすっただけです！　損害軽けい微びっ！」


「了解っ！　このまま加速続行！」


　エンジン光の残像を、宇宙の闇やみに残しつつ、常識外れの加速を続ける『ソードブレイカー』。追つい撃げき艦隊との距離はだんだん開いてゆく。砲撃はなおも続いているが、あれからは一発もかすりもしない。


「敵射程距離、離脱しました！……砲撃、まだ続いています」


「やみくもに撃うってるだけだ。かまうな。……このまま一気に向かうぞ！　火星へ！」





『ソードブレイカー』が、火星の衛星、フォボスにある衛えい星せい港こうに着いたのは、それからおよそ十六時間後のことだった。


　火星への滞在希望。名目はあくまでも観光。


　滞在目的を述べると、まだ若い、男の管制官は、映像通信の画面の中で、疑わしげな表情を隠かくしもせずに、


『……目的はわかりました。……しかし一体何なんです？　外がい装そうのその傷……どう見ても戦闘のあとですけど』


　思わずケインはことばに詰つまった。


『冥めい王おう星せいのあたりでちょっと、謎なぞの艦隊と撃ちあいやってました』などとは言えない。絶対言えない。


　むろん、しかけてきたのはあちらだが、それを言ってしまうと、取り調べだの何だのと、やたらと話がややこしくなる。


　しばし沈黙していると、やおらキャナルが横から割り込こむ。


「……やっぱり目立ちますよねぇ」


　彼女は苦笑を浮かべつつ、世間話の口く調ちようで言った。


「ほら。半年ほど前。ルーバス星域であったでしょう。星間警察ユニバーサル・ガーデイアンと組織のいざこざ。憶おぼえてらっしゃいます？」


『ああ。そういえば……』


　キャナルに見とれてか、ディスプレイの中で、管制官は笑えみを浮かべた。


「たまたまあれに巻き込まれちゃいましてね……流れ弾だ丸まですよ。流れ弾丸。保険屋さんに連れん絡らくしたら、『調査するので被ひ害がい箇か所しよはそのままに』と、こうですよ」


『……まあ……保険屋なんてそんなもんですよ』


「……まあ、ちょっと前に保険もなんとか無ぶ事じに下りましたし、どこかで修理しようかなー、なんて思ってはいるんですけど……」


『なら、ここでついでに修理なさっては？』


「……そうですね。ついでだからお願いしちゃいましょうか。ね。ケイン」


「……ああ……そうだな」


　調子を合わせてうなずく彼。


『……ところで……火星への滞在希望者はケイン＝ブルーリバーさんおひとりになっていますが……』


「あ。私はおるすばんです[image: ]」


　言ってキャナルはウインクひとつ。


　管制官はまともに相そう好ごうを崩くずし、


『……そ……そうですか。わかりました。何かありましたら、管制部のトーマスまで、お気軽にお申し付けください』


　ちゃっかり自己ＰＲをして、なおもどーでもいいことを、キャナルとしばらく話したのちに、なごり惜おしげに通信を切った。


「あの管制官……お前さんに気があったみたいだぜ」


「ふうん」


　からかう口く調ちようで言ったケインのそのことばを、しかしキャナルはあっさり受け流す。


「やっぱり、この外見のおかげですかね……でもそーすると、男ってぇのは悲しいもんですねぇ……」


「お前にしみじみ言われたくないわっ！


　……と、それよりも、さっきの襲しゆう撃げきの件、しらべはついたか？」


「あれですか……一応ちゃんとつじつまは合わせてるみたいですよ。護ご衛えい艦かん『ウラヌス』と戦闘艦十隻せき、盗とう難なん届とどけが出てます」


「盗難届け!?」


　思わずケインは声を上げた。


「……あんなもん、どーやったら盗ぬすまれるってーんだ……？」


「くわしいことはもっと調べないとわかりませんけど、会社の言い分では、廃はい棄き処しよ分ぶんする時のごたごたにまぎれて盗まれた、ってことになってます」


「……けどそれよりも問題なのは、なんでいきなり俺たちを狙ねらってきたか、ってことだよなー」


「誰だれかとカン違いされたとか……」


「あるいは、宇宙船ふねはほんとうに盗まれたモノで、あれは実は宇宙海かい賊ぞくだったとか……」


「あるいは、以ま前えに私たちが関かかわった事件で、逆さか恨うらみを抱いてる人間のしわざとか……」


　二人はしばし沈黙する。


「まあ、今ここで考えて、答の出る話じゃありませんけどね……」


「そりゃあそーなんだけどな……


　──ま、いいか。とりあえず俺は行って来るよ」


「気をつけてくださいね。地上じゃ私も護ってあげられませんし。


　……なるべく現地組織とごたごたなんか起こさないようにしてくださいね。


　念のため、護ご身しん用ようの武器も持っていったほうがいいですよ。


　あ、それと、通信機持ちました？　ハンカチは？」


「……小学生か……？　俺おれは……？」


「とにかく、気をつけて行ってらっしゃい」


「ああ」


　片手を上げて、彼はコックピットをあとにする。


　居住区の廊ろう下かを抜けてつき当たり。そこに、連絡艇シヤトルへと続くハッチがあった。


「──火星──か──」


　彼は小さくつぶやくと、ハッチのドアを開いたのだった。





　アルバ・シティ。


　もともとは、火星に惑わく星せい改造をほどこした後の、第一観測基地だったのだが、そこが今では、この星一の大都市と化していた。


　ケインの降り立ったのは、その町の近くの宇う宙ちゆう港こう。


「──ふむ──」


　とんっ、とんっ、と軽く二、三度ジャンプしてみる。


「……だいぶ勝手が違うな……」


『ソードブレイカー』内の疑ぎ似じ重力発生装そう置ちが一Ｇ──すなわち地球の重力とほぼ等しいのに比べ、火星の重力はおよそその半分。いきなり体重が半分になったようなものである。


　とりあえず、近くの安ホテルにチェックイン。


　部屋にこもってカギをかけ、まずは出しゆつ撃げき準じゆん備びである。まずは多少の軍資金。クレジット・カードも要いるが、現金も持っておいた方がいい。そしてキャナルからもらった地図。このあたりにある、デュゴール・コネクションの息のかかった会社だのなんだのが、ことごとくマーキングしてある。


　あと──


　相手はアブナい組織である。武装も忘れてはいけない。


　髪かみに隠かくしてバンダナ状の細い帯おびを巻き、腰には小さな箱ひとつ。ポッケには、長さ二〇センチほどの、金属製の筒つつ一本。


　それらがすべて、細いコードで繫つながっている。


　サイ・ブレード。


　これもまた、精神物理学メタ・サイコロジーの生んだ道具で、バンダナから、人間の精神力を抽ちゆう出しゆつし、腰の増幅器ブースターで増ぞう幅ふく、端末の金属筒で、エネルギー剣の形で具現させることができるのだ。


　特徴はまずエネルギー。つけている人間が気を失うか、戦意喪そう失しつをしない限り、エネルギー切れ、などということはない。


　また、具現させたエネルギー刃じんだけを、ちょうどエネルギー銃のように打ち出すこともできるのだ。


　しかしむろん、欠点もある。


　まず何はともあれ殺さつ傷しよう能力。剣と銃とで戦うのなら、むろん銃の方が圧倒的に有利だし、また、飛び道具として使った場合、地上で使うなら、衝しよう撃げきがダメージとして加算される、実弾の方が有利である。


　そして──おそらくこれこそが、このサイ・ブレード・ユニットが流る布ふしなかった、最大の原因なのだろうが──バンダナと腰の増幅器ブースター、おせじにも、おしゃれとは言えないシロモノなのだ。


　……バンダナや増幅器ブースターなし、発振器だけでもサイ・ブレードを具現させることは、理論上は不可能ではないのだが、それにはケタ外れの精神力、集中力が必要とされる。


　早い話が、理り屈くつはともかく、人間には不可能、ということである。


　そんなこんなで、このサイ・ブレード、今では宇宙軍ユニバーサル・フオースの白兵部隊と、一部の趣しゆ味み人じんの間にのみ、わずかに生き残っていた。


　そしてここにも趣味人がひとり。


　まあ、ケインに関しては、バンダナや増幅器ブースターがどうこう言う以前に、黒のマントが十分怪しい。たいていの人間ならば、まずはそちらに目をやるだろう。


「……あとは……と……」


　小型のカメラとカセットテープ。どちらもライターやタバコの箱に似せてカムフラージュがほどこしてある。


　腕時計には通信装置。衛えい星せい港こうに待たい機きするキャナルと、これで連れん絡らくを取ることができる。


　……あまり、借りは作りたくなかったが。


　あれやこれやをふところの中に突っ込んで、いよいよ出しゆつ陣じんである。


「……まずは……と。酒場あたりからまわってみるか。……ちょいと時間は早いけどな……」





　店のきれいどころ二人を左右にはべらせ、五杯目の水割りをあけた時、ようやくケインは我にかえった。


　──はっ！　本気で飲んでる場合じゃなかったっ！


「──ところでさぁ。つまんないこと聞くけど、こんな奴知らない？」


　わざとケーハクな口く調ちようで言いながら、彼は胸のポケットから、一枚の写真を取り出し、左右にはべらした二人に見せた。


　クレイブ＝ロバーツ。


　としのころなら二は十た歳ち前後。一体何が不満なのか、やたらと恨うらみがましい目つきで、写真の中から、じっとこちらをにらみつけている。


「こいつよぉ、借金踏ふみ倒してトンズラこきやがってよ。一発ぶん殴なぐってやらなくちゃぁ気がおさまらねぇんだよな」


　左右の二人は、交互に写真をのぞき込み、


「……知らなぁい。こんなクラい奴やつ」


「あたしもぉ。あ。それよりさ。もう一杯飲んでもかまわない？」


「おうっ！　どんどんいけっ！」


　無意味にあおり立てるケイン。


　──結局──


　ケインがその店を出たのは、三人で、ボトル二本をカラにしたあとだった。


「……さーて……二軒目、行ってみよーか……」


　すでに暗くなっている空を見上げつつ、ちょっぴり反省するケインだった。





「……この男、知らないか？」


　初老のバーテンは、グラスを拭ふく手も休めずに、ちらりと写真に目を通す。


「──あんた、見かけん顔だね」


　表情ひとつ変えぬまま問う。


「ああ。地元じゃないからな」


　言いながら、ケインはクレジット紙し幣へいを数枚、こっそりさし出した。


　バーテンは、やはり表情ひとつ変えないままで受け取ると、


「時々見る顔だね。──しょっちゅう来るってわけじゃあないけど。こんど来たら知らせるよ。──どこに連れん絡らくすればいい？」


「──いや──」


　思わず口もとまで出かかったホテルの名を、彼はなんとか押し止めた。


　このバーテンが、敵か味方かもわからないのだ。うかつに自分のいどころを教えるわけにはいかない。


「悪いが、あちこちうろうろしてるんでね。また来るよ」


　カウンターに、酒の代金とチップを置くと、彼はストゥールから立ち上がる。


「名前くらい教えてほしいもんだな」


　背中からかかったことばに、ひたり、と足を止め、


「──ケインだ。ケイン＝ブルーリバー」


　言い残し、入り口の扉とびらを押し開く。


　……からん……


　ドアベルの小さな音だけを残して、彼はその店をあとにした。


　むろん──


　ケインは知らない。


　客のひとりが、始し終じゆう彼に注目したことも。


　そして、バーテンが、あわてて奥にひっこむと、電話に手を伸ばしたことも。





「──人を探さがしてるんだって？」


　男が声をかけてきたのは、ケインがききこみをはじめて、二日目の夜のことだった。


　たばこの煙とアルコールのにおい。耳ざわりなだけのミュージック。


　いかにもたちの悪そうな店だったが、それだけに、いろいろな情じよう報ほうも集まってくる。


　いつものようにカウンターにこしかけるなり、やおら横から声をかけられたのだ。


　としは三十前後といったところか。ひげづらに丸いサン・グラス。よれまくったコートに、ぼさぼさに伸ばしたままの黒くろ髪かみは、おせじにもあまり清潔とはいえない。


「──あんたは？」


　警けい戒かいの色を浮かべつつ尋ねるケインに、男はいたってカルい口く調ちようで、


「ンなこたぁどうだっていいやな。それよりさ。ひょっとしたら力になってやれるかもしれねえぜ。──ま、あんたのふところと相談、ってことになるけどサ」


　言って低い笑えみを漏もらす。


　──情報屋か──


「けど──よく知ってるな。俺が人探しやってることなんて。今日でまだ二日目だぜ」


「ああ。あんたは目立つからな」


「目立つ？　俺のどこが？」


　まるっきし自覚のないケインのセリフに、男はあきれ顔で、


「……おいおい……今日きようび、そんなあやしげなマントずるずる引きずって、目立たねぇわけねーだろ」


　ケインは憮ぶ然ぜんとした顔で、


「あやしげ、とまで言うこたぁねーだろ。オリジナリティがある、とか、でなきゃせめてポリシーが垣かい間まみえる、とか……」


「はいはい。オリジナリティがあるな。


　──それより、さっさと本題に入ろうぜぃ」


　軽く流され、一瞬ケインの額ひたいに青スジが浮くが、それでもなんとか気を取り直し、ポケットから一枚の写真を取り出すと、


「名はクレイブ＝ロバーツ。知ってるのか？」


　男はわずかな沈黙の後、伸びほうだいのひげをいじくり回しながら、


「──そうだな、五十クレジットってところだね」


「……あのなぁ……」


　ケインは小さくため息をつく。


「……指名手配中の凶きよう悪あく犯はんじゃないんだぜ。いくらなんでも高すぎる」


「いやなら別にいいんだぜぃ」


　こともなげに男は言った。


　……こいつ……行きずりだと思って足元見やがって……


　おとなしく払ってやろうか、などとも一いつ瞬しゆん思ったが、ふと今回の依い頼らい料りようのことが頭をよぎった。


　むろんケインはいまだに、今回のしごとはタダ働きだと思いこんでいる。


　……そーかー……必要経けい費ひじゃ落ちねーわな……


「……そうだな……ま、地じ道みちに探すさ」


　ため息まじりにつぶやくケインに、こんどは情報屋のほうがあわてる。


「……おいおい。持ってねえのかよ……」


　男はしばし考えて、


「──なら、四十にしといてやるよ」


　それでもまだ高い。


「……ちょいとわけありでな……あんまり使うわけにもいかねえんだよ」


「えぇいっ！　三十ならどうだっ!?」


　無視。


「……二十っ！……なぁ、ここいらで手を打たねえか？　これ以下になると帰るぜ。オレはよ」


「……だから言ったろ……今回は予算がねえんだって……」


　疲れた調子で言うケイン。もっとも、依い頼らい料りようのことを思い出し、疲れているのは事実なのだが。


「えぇいっ！　十五だっ！」


　……ん……？


　ケインの頭を疑問符がかすめた。


「どうだ？　十五だぞ！……なあ、考えてもみろよ。今からあちこち聞き回って、そのたんびに小こ銭ぜにをばら撒まいてりゃあ、十五クレジットなんてあっという間に消えてなくなっちまうわな。今ここでオレにそいつを払いさえすりゃあ、時間と金の節約になるってもんだぜ」


　確かに、男の言う通りである。


　しかし──


　ケインはかまをかけてみる。


「……けどなぁ……」


「ええぇぇいっ！　十でどうだっ！　こんちくしょうっ！」


　半なかばヤケクソで叫ぶ情じよう報ほう屋や。


　……こいつはどうやら……


「……十くらいならなんとか……」


　ケインはしぶしぶ、といった様よう子すを装よそおって、ポケットの中から十クレジット紙し幣へいを引っぱり出した。


　手を伸ばす情報屋にはまだ渡さず、


「──で？　どこにいるんだ？」


「あいつぁしょっちゅうウロウロしてやがるからさ……案内してやるぜ」


　言って男はケインの手から、クレジット紙幣をひったくる。


　……やっぱり……


　心の中でつぶやきながら、ケインはストゥールから立ち上がった。





「──どこまで行くんだ？」


　ケインが口を開いたのは、十分ばかり歩いたあとのことだった。


　店を出たあと、男の案内で、街がい灯とうもまばらな路ろ地じ裏うらを、二人は歩きつづけていた。


　繁華街のざわめきが、ときおり思い出したかのように、風に乗って流れてくる。一体どこを歩いているのか、もはやケインには見けん当とうもつかないが、一般市民があまり立ち入りたがらないたぐいの場所だ、ということだけは確かなようである。


「あ……ああ、こっちの方に、たまり場になってる酒場があってね。いつもはあそこで飲んでるはずだぜ」


　ふりむきもせずに答えると、男はかまわず歩みを進める。


「──ふぅん……」


　それ以上は何も聞かぬまま、ケインは黙だまって男の後ろについていく。


「……もうすぐだからな」


　情報屋は、自分に言い聞かせるかのように小さくつぶやいた。


　さらに数分──


　うす汚よごれた路地裏で、男はようやく足を止めた。


　すこし離れて、ぽつんとひとつ、街灯の明り。


　黒々とそびえる、老ろう朽きゆう化かしたビルの群れ。


　むろん人の姿も、酒場らしきものもない。


「……ふぅん……」


　ケインはおもしろくもなさそうにつぶやくと、あたりをざっと見回した。


「……ここでいいのかい？」


「──ああ。ここでいいのさ」


　声は、別のところからした。


　それを合図に、ビルの陰かげからばらばらと現れたのは、数人の男たちだった。


　ゆく手に三人。後ろに三人。


「……へ……」


　情じよう報ほう屋やは、前にいる三人の方にかけ寄った。


「……悪く思わねえでくれよ。これもしごとのひとつでね」


　男のことばに、ケインは静かな笑みを浮かべ、


「──なぁに。気にしちゃいないさ。こっちもそのつもりでついて来たんだからな」


「強がりは一人前だな？　え？　おい」


　しわがれた声で言ったのは、ケインの前に立ちふさがったうちのひとり。上うわ背ぜいだけなら、ケインより高い。


「強がりってわけじゃあないさ……そっちの情報屋さんが、どうしても俺に情報を売りたがってたようだからな……こんなことじゃあないかとは思ってたよ」


「ほぉう……にもかかわらず、のこのこついて来るとは……よほど腕に自信があるようだな。だが……」


　男は右手を腰の後ろにまわす。


「──こういうのは──」





　ざんっ！





　男がみなまで言い終えるより速く。


　白光が夜を薙ないでいた。


　ごんっ。


一いつ瞬しゆん遅れて重い音。


　そこには──


　黒光りする拳ガ銃ンが一丁、ころがっている。


　男が拳銃を握にぎっているのを見た瞬しゆん間かん、ケインは一気に間合いを詰つめ、サイ・ブレードで男の腕の腱を斬きり裂さいたのだ。


　ただ、その動きを理解し得たのは、その場にひとり、ケインのみだったろう。


「──ぬぐわぁぁぁぁぁぁっ！」


　ようやく男は絶ぜつ叫きようを上げる。ほかの者たちもやっと事態を理解した。しかしその時、すでにケインは、次の行動に移っていた。


　……どぅっ……


　二人の男が地に伏ふしたのは、腕を切られた男の最初の悲ひ鳴めいがまた消える前のことである。


　みぞおちへの一発と、後頭部への蹴けり。


　サイ・ブレードの刃やいばをおさめた、ケインの放ったたったの二発が成せる技わざだった。


　つづいて、ぼーぜんと佇む情じよう報ほう屋やの腹に三発。一撃で気き絶ぜつしないよう、急所をわずかに外して、である。


「──情報料だ。とっとけ」


「……や……やっぱし根にもってやがる……」


　体を『く』の字に折り曲げながら、情報屋は呻うめいた。


　問答無用の強さだが、日頃の環かん境きようの違い、というものもむろん大きく作用している。


　重力に、倍の開きがある場所で生活していた、二者の力とスピードに、一体どれだけの開きが生まれるものなのか。その答の一部がこれである。


　残るは三人！


　だがしかし、三人は、すでに手に銃を持っている。剣をぶん回して突っ込むには、やや距離がありすぎる。


　ケインはサイ・ブレードの発振器を男たちに向け、はじける光をイメージした。
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　ヴィュッ！


　撃うち出された一条の光が、ひとりの男の、銃を持った腕を貫つらぬく！


「ぐわっ!?」


「なっ……なんだっ!?」


「レーザー銃ガン持ってやがるぞっ！」


　一人がそう叫ぶなり、やおら背を向け、逃げ出した。残る二人も迷わずそのあとに続く。


「……プロじゃねーな……仕事仲間をほっぽって逃げるってぇのは……」


　あとを追おうとすらせずに、ケインはぽつりとつぶやいた。


「さて……と……」


　ケインはくるり、と、手を切られてうめいている男に向きなおる。


　サイ・ブレードで灼やき切られたのだ。血こそは出ていないものの、苦痛はかなりのものである。


「……おい……」


「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


　右腕を押えて、へたり込こんだまま、男は情けない悲ひ鳴めいを上げる。


「……た……たのむ……助けてくれよぉぉ……医者を……救急車を……」


　ケインは大きくため息をつく。


「……心配するな。死にゃあしねーよ。俺の聞くことに素直に答えりゃあ、すぐにでも医者を呼んでやるよ」


「……ひ……ひでぇ……」


　男の勝手な発言に、ケインはまたもやため息をつき、


「あのなぁっ！　返り討うちにあうのがこわけりゃ、はなっから人に銃なんざ向けるんじゃねえっ！　命があっただけでもありがたく思えっ！　それとも何か!?……って、説教してる場合じゃねーか……」


　──言って理わ解かる相手でもなし……


　ケインは小さくつぶやいた。


　またまたため息ひとつつき、


「なら、ずばり聞く。お前、なんで俺おれを襲おそった？」


　ケインの問いに、男は首を左右に振ふり、


「しっ、知らねえよぉっ！……お……おれはただ、ここに来た奴やつを始末しろって……！　話を持って来たのはそこの情じよう報ほう屋やだっ！」


「なるほどね……」


　ケインはいまだにうめきつづけている情報屋の、えり首摑つかんで引き起こす。


「──と、いうわけだ。しゃべってくれるだろ？」


「……しっ……知らねぇよぉぉっ……」


「知らんわけがないだろーが。そもそもお前が糸引いてたんだろーに」


「……ほんとうだっ！　俺も頼たのまれただけなんだっ！」


「誰だれに？」


「そっ……組織の人間だっ！」


「──デュゴール・コネクション……か……」


　ケインはぽつりとつぶやいた。


　しかし、なぜ？


「……そうだっ！　時々見かける顔だが、名前までは知らねえっ！」


「けど、なんで俺を狙ねらう!?　クレイブってぇのはそんなに大物なのか？」


「……知らねえよっ！　オレたちみてえな下っ端ぱに、そんなことまで話してくれるもんかい！　あいつを殺やれ、はい、そうですか。だ。逆さからうのも突っ込んで聞くのもてめぇの命を縮めるだけさ！」


「……へぇぇ……」


　ケインはじっと男の目を見る。


　そこに映っているのは恐きよう怖ふの色。


　──むろん、依い頼らいしてきた人間の名前を知らない、などというのは噓うそだろう。


　かりにもこちらは情報屋、相手は組織の人間となれば、名前を知らない、などというわけはない。


　しかし、いくら問い詰つめたところで、この男がその名を言うはずもない。そんなことをすれば、それこそ組織の報ほう復ふくに遭あう。


　……ま……いいか……


　ケインはあっさりとあきらめ、


「──他に知ってることはあるか？　クレイブ＝ロバーツについて、とか」


「知らねえよっ！……大物ってぇんじゃねえことだけは確かだけどな！　どうせ新入りのひとりかなんかじゃねーのか!?」


　確かに、資料によれば、クレイブが家を飛び出してから、一年と経たってはいないが。


「……よし。じゃああとひとつだけ」


　ケインは情報屋を離して言った。


「情報料十クレジット返せ」












　ミレニアム




「──ったく……ソンな依い頼らい引受けちまったなぁ……」


　ケインはバスタブの中で、ひとり小さくつぶやいた。


　今日の捜そう査さを切り上げて、『ソードブレイカー』のキャナルに状じよう況きようを連れん絡らくし、ホテルでのくつろぎのひとときである。


「けど一体、クレイブってぇのは何者だい……？」


　これでもか、というくらい冷やしたコーラをひと口すする。


　ぬるめの湯にゆっくり入りながら、冷たいコーラを飲むのがケインは好きだった。


　キャナルに言わせれば、『じじむさい』のだそうだが。


　クレイブ＝ロバーツ。


　レイルからもらった報告書によれば、父親は、ある惑ほ星しの地方代議士だという。それほどの権力があるわけではないが、そこそこの金はある。


　──あるいは、クレイブを組織の金づるにでもするつもりか？


　いろいろ思いを巡めぐらせてはみるが、考える材料が少なすぎる。


　はう……


　大きくため息ひとつつき──


　……ルル……


　はじめてケインは、電話が鳴っていることに気がついた。


「……えぇい……」


　しばらくは無視をしていたが、あまりのしつこさに、しかたなく彼は湯ゆ船ぶねから出た。


　濡ぬれた体の上に直接ガウンをひっかけ、部屋に戻もどって受話器を取る。


「──はい」


『フロントだよ』


　太い男の声が流れ出る。


　こ汚いフロントに、いつもぶあいそな顔で座っているホテルのおやじを、ケインはふと思い出していた。


　彼がチェックインする時にも、あいそ笑いのひとつ、浮かべるでなし。外見通り、声やことばまでぶあいそうなことこの上ない。


　……もっとも、おやじの方にしてみれば、今日きようびマントなど着て歩き回っている、やたらとうさんくさい奴に、あいそをふりまいてやる義理などさらさらないのだが。


『外から電話がかかってる』


「──誰だれから？」


『女だ。名前は知らんよ。部屋にいるはずだからしつこくコールしてくれって頼たのまれただけさ。つなぐよ』


　ケインの答えを待たずに電話は切り替かわる。


『──やっぱりいたわね』


　受話器から流れ出したのは、まだ若い女の声だった。


「誰だ？　キャッチセールスと宗教の勧かん誘ゆうはお断りだぞ」


『ひとを怪しい人間みたいに言わないでっ！　それよりあなた、クレイブ＝ロバーツのこと、あれこれかぎ回ってるみたいね』


「……そのセリフまわしはじゅーぶん怪しいと思うが……」


『いいのよっ！　ンなことはっ！……って、ともかく、よ』


　思わず一いつ瞬しゆんはね上がった声のトーンをあわてて抑え、


『これ以上彼の件には首を突っ込こまないで』


「……おい……」


　ケインの口く調ちようがかすかに険けわしいものになる。


「まさか今日、俺おれを襲おそわせたのはお前か？」


『………………へ……？』


　帰って来たのは、かなり間ま延のびした声だった。


　どうやら違うようである。


「──いや。違うんならいい。しかしなんだって、俺に手を引いてほしいんだ？」


『あんたがなんでクレイブのことかぎ回ってるのか知らないけど、こっちはやりにくくってしかたないのよ』


　やりにくい？


「俺はただ、グレて飛び出したあいつを連つれ戻もどすように頼まれただけなんだよ」


『……なら、あたしに任せて。悪いようにはしないわ』


　……悪いようにはしないって……


「ひょっとしてあんた、クレイブの親父あたりが雇った探たん偵ていか何かか？」


　──電話の向こうでしばしの沈黙。


『……なっ……なんでわかったのよっ!?』


　──正直に答えてどーする……


　思わず心の中でつぶやくケイン。


「……なあ……あんたひょっとして、『探偵には向いてない』とかって言われたりしねえか？」


『よけーなお世話よっ！』


　どうやらまたまた図ず星ぼしらしい。


『とっ……とにかくっ！　シロウトは手出ししないようにねっ！　切るわよっ！』


　正直にそう宣言してから電話は切れた。


「……あっちの方がよっぽどシロウトだと思うけどなぁ……」


　発信音の鳴る受話器を眺ながめたままで、ケインはぽつりとつぶやいた。





「クレイブ？　ああ。あいつならたいてい『ミノス』にいるぜ」


　ケインの望む答えが返ってきたのは、五日目の夜のことだった。


「ミノス？」


　あまりにもあっさりと返ってきた答えに、思わずケインは問い返す。


　これが罠わなでないという保ほ証しようはない。なにしろ前例があるのだ。


「ああ。十一番街にある酒場さ。小せぇ店だがな」


　まだ二十歳前後だろう。男は言って、にやけた笑えみを浮かべてみせる。


「そうか。すまん」


　言ってケインがさし出した、数枚のクレジット紙し幣へいを、しかし男は受け取ろうとはせずに、


「そんなもんよりよぉ……あんた……なかなかいい男じゃねえか……」


　言っていきなりケインの尻しりに手を伸ばす。


　──同性愛好者ホモ。


　ごげっ。


　瞬しゆん間かん、ケインの肘ひじが、男のあごを砕くだいていた。


「──ご協力、感謝する」


　倒れた男に敬礼すると、ケインはその場をあとにした。





　ドアを開けると、タバコとアルコールとのにおいが鼻をついた。


　かすかに混まじる異い臭しゆうは麻薬ドラツグか。


　客たちの視線が、一いつ瞬しゆんケインに集中し、すぐにめいめいの場所に戻る。


　みな、かなり得え体たいの知れないかっこうをした連中ばかりだった。


　──むろん、ケインの黒マント姿が正常だとは言わないが。


　……なるほど……いい店だ。あのテの連中にとっちゃあ、な……


　口の中だけでつぶやくと、店の中へと歩みを進める。


　ざっとあたりを見回しても、それらしい男は見当たらない。


「──なあ──」


　いつもの通り、カウンターに席を取り、ストレートを一本注文してから、彼はバーテンに尋ねる。


「クレイブって男がここに出入りしてるって聞いたんだがな。クレイブ＝ロバーツだ。どこにいるか知らねえか？」


　何か文句をつけてくるかとも思ったが、バーテンは、黙だまったままで、ちらり、と店の片かた隅すみに視線を送る。


　そこには四人の、パンク・スタイルの男たち。


「……へえ……」


　ケインは思わず声を上げた。


　うちのひとり。


　身なりはだいぶ変わってはいるが、自分以外の世の中すべてに、ぐちをこぼしてでもいるような、うらみがましいその目つきには覚えがあった。


　クレイブ＝ロバーツ。


　ケインはグラスを持ったまま、まっすぐそちらに歩いてゆく。


　クレイブの隣となりに立つと、おもいっきりいやみたらしい口く調ちようで、


「よぅ。クレイブ。代議士さんのおぼっちゃまが、こんなところでアウトローのまねごとかい？」


　ケインのことばに、クレイブはまともに顔色を変えた。


「──何なんだよ、おめえはよ？」


　ゆらり、と立ち上がる連つれの三人。


「……まあ待ってくれ」


　彼らを止めたのは、クレイブ自身だった。


「オレに話をつけさせてくれ。ひとりで」


　とまどった顔を見合わせる三人。


「……ま……まあ、おめえがそう言うんなら、かまわねえけどよ……」


　クレイブはひとつうなずくと、席を立ち、ケインの方へ向きなおり、


「──奥へ行こうか」


「ああ。俺はかまわん」


「クレイブ！　なんかあったら大声出せよ！　すぐに行ってやるからな！」


　二人の背中に、連れの三人の声がかかる。


　彼が『話し合い』の場所に選んだのは、店のトイレだった。


　おせじにもスマートとは言いがたいが、こみいった話をするのには便利な場所である。


　二人のほかに人はいない。


「──なぜだ？」


　先に口を開いたのはクレイブだった。


　瞳ひとみの中に、かすかな怯おびえの色がある。


「なんで『ナイトメア』がオレなんかを探す!?」


　──しばしの沈黙が落ち──


「……はぁ……？」


　ケインは間まの抜けた声を上げた。





「……何の話だ……？」


「今さらとぼけてるんじゃねえよっ！」


　悲ひ鳴めいに近い声を上げるクレイブ。


「あんたがオレのことかぎ回ってるって評判になって、はっきり言ってヤバいんだよ！　オレは！　中にゃあ『ナイトメアの連中のスパイだろ』なんてロコツに言う奴やつだっているし！　上からも目ぇつけられてんだよっ！」


　ひとしきりわめき立て、肩で息をつくクレイブ。


　ケインはしばし沈黙し、ぽりぽり頭を搔かきながら、


「……だから……なんだってそこで『ナイトメア』が出てくるんだよ？」


「とぼけるなって言ってんだろっ！　あんた、『ナイトメア』の人間なんだろうがっ!?」


「………………はぁ……？」


　ケインの目が点になった。


「──おい待てちょいと待て。なんで俺が『ナイトメア』なんだ？」


「そうなんだろうがっ！　みんなそう言ってるぞっ！」


「違うわいっ！　俺はなぁっ、お前のおやじの知りあいから頼たのまれて、お前を連れ帰りに来ただけだっ！」


「うそつけっ！」


「ほんとだっ！」


「ほんとだって証しよう拠こはあるのかよっ!?」


「ねーよっ！　そんなもんっ！」


「ほら見ろっ！」


「それじゃあ俺が『ナイトメア』だって証拠はあるのかよっ!?」


「うっ……！　し……知るかよオレがっ！」


「ほうれ見ろっ！」


　子供の言い合いレベルのあとに続くのは、しばしの無意味なにらみ合い。


　先に視線をそらしたのは、クレイブの方だった。


「……ほんとなのか……」


「だからそー言ってるだろうがっ！……だいたい俺が『ナイトメア』だ、なんつー噂うわさ、どーいう根こん拠きよで、どっから流れて来たんだよ……？」


「……そ……そこまでは……」


「だろ。誰かとまちがえてるとか、情じよう報ほうがまちがってたとか……ともあれ俺はただ単に、お前さんを連つれ戻もどしに来ただけだ」


「……なら……よけいなお世話だ！」


　……か……かわいくないやつぅぅぅぅっ！


　思わず青スジ立てるケイン。


　──クレイブ＝ロバーツを無ぶ事じに連れ戻すこと──


　レイルからの依い頼らい書しよに、『無事』のひとことが書いてなければ、迷わず肘ひじ打うちの一発も食らわしているところである。


「どうせ、親が本気で心配してるだのなんだのと、説教くせぇことほざくつもりなんだろうがよ、オレはあんなとこに帰るつもりはねえぜっ！」


「……ほう……どうしてだ？」


　薄い笑みを浮かべてケインは聞いた。


「『わしの子ならこれくらいできんでどうする！』『わしの子なら将来は……』わしの子なら、わしの子なら……！


　親に価値観むりやり押しつけられてよ、レールの上おとなしく進んで、はてはいい学校、いい会社！　そんな型にハマったような一生なんざまっぴらなんだよっ！」


「……ふぅん……ほかには？」


　変わらず冷淡な口く調ちようのケイン。


「ほかには……って……何か文句でもあるのかよっ!?」


　食ってかかるクレイブに、彼はかるく肩をすくませ、


「別に……ただ……典てん型けい的てきだな、と思ってな」


「……てめぇっ！　ばかにしてんのかよっ！」


「ああ、ばかにしてるとも」


　こともなげに言い放つ。


「型にはまるのがいやで飛び出した!?　それでお前はこんなところで、『典型的なアウトロー』って型にはまって自己満足してるってわけだ。自分ひとりでやってく自信もねえもんだから、『組織』にすがりついて、な。それは何か？　お前がいやがってた『会社にすがりつく典型的な社会人』とそんなに違うわけかよ？　いやいや、ひとさまに迷めい惑わくかけねえ分、そっちの方がずっとまっとうだわな。


　それと、ひとつ答えろ。お前、火星まで来る旅費、ちゃんとてめぇで稼かせいだのか？」


　──っ……！


　声にならない声を上げ、思わず絶ぜつ句くするクレイブ。


　さらにケインは言いつのる。


「どーせ親のカードかなんか持ち出して、内心『これも復ふく讐しゆうだ』なんてひとり納なつ得とくしながらやみくもに使いまくったんじゃねーのか？」


　いきなりな決めつけだが、クレイブが黙だまっているところからすると、どうやら図星のようである。


「なんのかんの言っても、結局親の金に頼って、今は組織に頼ってる。てめぇの身ひとつ、てめえの能力ちからでなんとかできねえような奴がいっぱしのアウトローきどりだ。ばかにしたくもなるわな」


「……オレは……」


　何やら言おうとするのだが、うまくことばにできないでいる。


「それにな、根本的な間ま違ちがいを教えてやるよ。俺はただ単にお前を連れ戻しに来ただけだ。お前がいやがろうが帰ったあとでまた家を飛び出そうが知ったことじゃねーんだよ」


　……実はこれが、ケインの本音だったりするのだが。


　タダ働きをさせられた上、キャナルに買い物の約束させられるわ組織の人間には目をつけられるわ不良家出息子からぐちを聞かされるわ。いいかげん頭に来ていたうっぷんを、とりあえず、手近なところで少々晴らしただけのことである。


　しばし聞こえるのは、ドアの向こうのざわめきのみ。


「……オレは……」


　ぎいっ……


　ややあってつぶやいたクレイブのことばを、ドアの開く音が遮さえぎった。


「──悪いがとりこみ中でね」


　ふりむきもせずに言うケイン。


「なぁに……こっちは一いつ向こうにかまわんさ……」


　戸口からかかった声に、クレイブの顔がこわばる。


「……ゼ……ゼナンさんっ!?」


　彼の声と吹きつける殺気が、ようやくケインをふりむかせた。





「ケイン＝ブルーリバー……だったな」


　ゼナン──


　クレイブがそう呼んだ男は、戸口から、じっと二人を見つめていた。


　身長はそれほどでもないが、やや瘦やせているせいか、実際よりは高く見える。


　へたな男性アイドルなどより、よほどのハンサムなのだが、その瞳ひとみが彼の美び貌ぼうを、近寄りがたいものと化していた。


　人を殺したことのある目だ。それも自みずからそうと望んで。


　黒のロング・コートの陰かげから、ベルトについた小さな箱が一いつ瞬しゆんちらりと覗のぞいたのを、ケインの目はとらえていた。


　サイ・ブレードの増幅器ブースター。


　ケインが使っているのと同じタイプのものである。


「どぉでもいいが、便所の入り口でかっこうつけてもサマにゃあならんぞ」


　ケインのツッコミを、しかしゼナンは全まつたく無視し、


「──船の名は『ソードブレイカー』、所属は『ナイトメア』……」


　淡たん々たんとことばをつなぐ。


「船の名まではその通りだ。しかしそのあとは違う」


　言いながら、ケインはマントの下で、サイ・ブレードの柄にそっと手を伸ばす。


　この男──強い。


　彼がしばらく前にたたきのめした連中とは格かくが違う。


　ケインはそう直感していた。


「──ゼ……ゼナンさん、おれ……」


　言いかけたクレイブのことばを、ゼナンは左手を上げてあっさりと制する。


「しばらく前に、おもしろい情じよう報ほうが入ってな。『ナイトメア』の連中が、ボスを暗あん殺さつするための刺し客かくを送り込んだらしい。刺客の名はケイン＝ブルーリバー。船の名は『ソードブレイカー』」


「……だから違うって言ってるだろーがっ！」


　半ば叫ぶように言うケインに、ゼナンは無表情に、


「どちらでもいいのさ。俺おれにとってはな」


「……どういうことだ!?」


「上の連中がやたらと神経質になっていてな。この世界じゃあ疑わしきには罰ばつを、だ。


　早い話が、お前が『ナイトメア』のメンバーであろうとなかろうと、始末しなければおさまりがつかん──そういうことだ」


「……なるほど……


　はじめは下っ端ぱの情報屋に殺しを命令して、そいつがミスったからって、こんどはあんたが乗り出してきた、ってわけだ。


　……で？　手下は何人くらい連つれてきた？　まさかひとりってわけはねぇだろ？


　どうせ、店の中に五、六人ってとこだろ？」


「おおぜいでひとりを殺やるってぇのは好きじゃない」


　ケインのかまかけを受け流し、


「それに──」


　ゼナンはゆっくりとした動作で、ポケットから金属筒つつを取り出す。


　サイ・ブレードの発振器を。


　ヴン……


　その先に、長さ七、八〇センチほどの光の刃やいばが生み出された。


「お前もこいつを持ってるな。……マニュアルの通りだと、これで斬きり合いもできるらしいんだが……前から一度、やってみたかったのさ」


　言ってはじめて、ゼナンはにぃっ、と笑えみを浮かべた。


　瞬しゆん間かん。


　ヴンッ！


　ケインがサイ・ブレードの刃を伸ばした。


　そのまま続く一いつ挙きよ動どうで、刃をふり降ろす！


　ぶしゅっ！


　音を立ててしぶいたのは、ただの水。


　ケインが切りとばしたのは、洗面所の水道管である。


「──ちぃっ！」


　視界をしぶきにおおわれて、一いつ旦たんドアの外まで退ひくゼナン。


　そのすきに、ケインは反対側の壁かべにかけ寄った。


　むろんドアなどそこにはないが、なければつくるのみである。


　サイ・ブレードがうなりを上げる。


　次の瞬間、光の刃は、薄っぺらい壁を、いびつな扉とびらの形に切り抜いていた。


　ケインの見立てでは、ゼナンはてごわい。


　といって、決して勝てない相手ではないだろう。


　にもかわらず、迷わず逃げに走ったのには理由が二つ。


　ひとつ。あの場で戦えば、クレイブも巻き込こむことになる。


　そしてもうひとつ。ゼナンの部下たちのことである。ゼナンと斬きり合いをやっているうちに、いきなりあらぬ方から撃うたれたのではたまらない。


　切り裂さいた壁かべに蹴けりを一発。重い音を立て、壁はむこうに倒れ込む。


　その外には、ひろがる闇やみと夜の空気。


　迷わずそこからすべり出た。


　ここまでが、ほんの数秒。


　ケインは、どことも知れぬ裏うら路ろ地じに出た。


　そのとたん、背中に走る灼やけつくような殺気。


「──！──」


　とっさに身をひねるその横を、一条の光が灼き、過ぎる。


　ケインのマントに、小さな穴をひとつ残して。


　ゼナンがサイ・ブレードの刃やいばを、エネルギー弾だんとして射出したのだ。


「──外に逃げたぞっ！」


　ゼナンの声を背中に聞きながら、ケインは勝手の分からぬ夜の通りを、ただやみくもに走り出す。


　──やっぱり仲間がいたか……くそっ！　ひとのマントに穴なんぞあけやがってっ！　こーゆーの売ってるところ少ないんだぞっ！


　パゥン！　パゥンッ！


　内心のぼやきも終わらぬそのうちに、後ろでたてつづけに起こる乾かわいた音。


　──拳けん銃じゆうか!?──


　ドラマと違って、音に迫力はないものの、当たればじゅうぶん人は死ぬ。衝しよう撃げきというものがあるぶん、レーザーなどのエネルギー弾よりもこちらのほうが殺さつ傷しよう能力は高い。


　幸い、暗くら闇やみと黒いマントに味方され、弾た丸まはすこしも当たらないが、だからといって心安まるものでもない。


　……くそーっ……撃うちたいほーだい撃ちやがって……


　反はん撃げきしたいのはやまやまだが、それではわざわざこちらの位置を教えることになってしまう。相手の数と実力がわからない以上、あまりうかつなまねはできない。


　ひしひしと背中に殺気を浴あびながら、ケインはひたすら疾しつ走そうを続けた。


　……し……しつこいっ……


　ケインがいいかげんいやになってきたのは、それからさらに数分走り続けたあとのことだった。


　さすがに、当たらないことがわかったか、後ろからの銃じゆう撃げきはとだえているが、追手たちは、きっちりあとについて来ている。


　走りながらふりむけば、かなり後ろに、うごめくいくつかの人影。人数まではわからない。


　身を隠かくせる場所もあるにはあったが、隠れたところを見つかったりしようもんなら、それこそどうしようもない。


　人通りのあるところまで出れば、なんとでもなるのだろうが……


「──えぇいっ！」


　ケインは思わず、声に出して呻うめいていた。


　細い路ろ地じから飛び出してみれば、そこはついさきほど駆かけ抜けた通り。


　土地カンがない上にこの状況である。つい堂どう々どう巡めぐりをしてしまったらしい。


　今度は意識して、見覚えのない路地に飛び込む。


　その瞬しゆん間かん。


　ぱぅっ。


　まばゆい光がケインの目を射た。


　車のヘッドライトである。


「──くっ！　待ち伏ぶせかっ!?」


　サイ・ブレードをかまえるケインの耳に、聞き覚えのある声が届とどいた。


「乗って！　早く！」


　一瞬のためらいを見せたあと、ケインは車にかけ寄った。


「出すわよ」


　ケインが助手席におどり込むなり、彼女は車をバックさせる。


「仲間がいたのか!?」


「車だ！　車をまわせっ！」


　追手たちの声と数発の銃声。


　しかし今さら車を持ってきたところで、ケインたちに追いすがれるはずもない。普ふ通つうならば。


「──あんたか。とりあえず、礼を言っとく」


　ケインはハンドルを握にぎる彼女に言った。


「ミレニアムよ。ミリィでいいわ」


　彼女は、電話と同じ声で答えた。





　としのころは、ケインとかわりないだろう。赤のジャケットと、肩までかかる金きん髪ぱつとのコントラストが鮮あざやかだった。


「──だから言ったでしょ！　手を引け、って！」


　右に、左にハンドルを切りながら彼女は言う。


「知ってたのか!?　俺おれが狙ねらわれてたってこと!?」


「知らないわよっ！」


「にしちゃあタイミングがよかったな」


「店でさわぎのあったあと、クレイブくんに会ってね！　誤ご解かいで狙われてる奴やつがいるからなんとかしてほしい、って頼たのまれたのよっ！」


「──へぇ……あいつがねぇ……」


　すこしばかり感心するケインだった。


「ともあれ、なんとか逃げのびたみたいね」


　言いながら、ミリィはハンドルを右に切る。


　車はいきなり、見覚えのある場所に出た。


　ヘッドライトを灯つけたまま、道ばたに停とまった車が二台。


　ちょうどゼナンたちが乗り込むところだった。


「どひぃぃぃぃっ！　道まちがえたぁぁっ！」


「あほかぁぁぃっ！　逃げろっ！　逃げるんだっ！」


　あわててまたもハンドルを切るミリィ。


「──えっとえっと、次、どっちだったっけ……？」


「右だっ！　右っ！」


「ほんと!?」


「知らんっ！」


　などとやりつつでたらめに進むうちにも、こんどはなんとかまともな大きな道に出る。


　とはいえやはり、車の通りは少ない。


　そして──バックミラーに映る、二台分のヘッドライト。


「……カーチェィスをやれ、と言わんばかりの状じよう況きようね……」


　ミリィがぽつりとつぶやいた、その瞬しゆん間かん。


　ぴしっ。


　鋭するどく小さな音とともに、フロント・グラスとリア・グラスに、小さな丸い穴が開く。


　ミリィの頭のすぐ隣となりである。思わず一瞬絶ぜつ句くする彼女。


「──撃うってきやがったっ！」


「……あっ……あいつら！　あたしたちを本気で殺すつもりよっ！」


「……今まで気づかんかったのか……？」


「ああああっ！　この車レンタルなのにっ！」


「なんでもいいからもっとスピード出してくれっ！」


「言われなくてもっ！」


　応こたえて一気にアクセルを踏ふみ込こむ。
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　しかし──


　バックミラーに映るヘッドライトは、遠ざかるどころか、すこしずつ、その間まを詰つめてきている。


　腕ではない。車の性せい能のうの差である。


「──だめっ！　これ以上は無理よっ！」


「……えぇいっ！　こーなったら反はん撃げきだっ！」


「当たりっこないわよっ！」


　絶望的な口く調ちようで叫ぶミリィ。


　浮遊ホバータイプの車ならともかく、二人が今乗っている電エ気レ・カーでは、射手はモロに振しん動どうを受ける。いくら射しや撃げきのウデがよかろうと、そうそう当たるものではない。


　むろん条件は、追いかける方とて同じなのだが。


　いくどとなく、後ろから撃ってきてはいるのだが、あの一発以来、かすりもしない。


「無理だろうなっ！　銃でならっ！」


　言ってケインは、サイ・ブレードの刃やいばを生み出す。


　助手席がわのドアを開き──


　ざしゅっ！


　やおらつけ根から切り飛ばす！


　がぐらんっ！　がごろんっ！


　近所めーわくな音を立てながら、ドアは後ろへと消えてゆく。


「──ちっ！　よけやがった！　あのサイドドア・クラッシュをかわすとはっ！」


「あああああああああああっ！　なんてことをををををををっ!?」


　思わず悲ひ鳴めいを上げるミリィ。


「レンタ・カーだって言ったでしょーがっ！」


「お前のじゃないからいーじゃないかっ！」


「べんしょーしなくっちゃなんないでしょっ！」


「それは任せるっ！」


「……しくしくしく……」


　涙しつつもアクセルを踏ふみ込みつづける彼女。


　しかしやはり、二台との間は、わずかずつではあるものの、確実に縮まりつつある。


　ケインはしばし考えて、


「……後部シートなんて意味ないよな。後ろはトランクしかないし」


「──ひぃぃぃぃぃぃっ！　やめてお願いぷりーづ！」


　ケインのセリフの意味を察し、思わずミリィは絶ぜつ叫きようする。


　かまわず作業に入るケイン。


「……助けるんじゃなかった。助けるんじゃなかった……」


　呪じゆ文もんのようにひたすらつぶやきつづける彼女。


　やがてケインの作業は完了する。


「ゆくぞっ！　後部分離っ！」


　ざんっ！


　とどめのひと太た刀ち。


　トランク部やらシートやらが、言ごん語ご道どう断だんな音を立て、夜の道へと転ころがってゆく。


　そして──


　げぎんっ。


　さすがにここまで予想はしていなかったか、後ろから聞こえるにぶい衝しよう突とつ音おん。


「──ちっ。ぶつかって止まっただけか。爆発炎えん上じようとか横おう転てんとかしてほしかったんだがなー……」


　ぶっそうなことをつぶやくと、ケインはミリィにむき直り、にっこりと笑えみを浮かべた。


「ま、ともあれこれでなんとか逃げのびた。恩に着ろよ。ミリィ」


「やかましいっ！」


　彼女は本気で絶叫した。





　……お……おぉぉぉ……ん……


　──その部屋には、いつもその音が響ひびいていた。


　呻うめきとも、何かの機械音ともつかぬ低い響き。


　ダーク・カラーで統一された、ちょっとしたオフィスくらいはあろうかというだだっ広い部屋。


　床ゆかには一面に、時じ代だい錯さく誤ごもはなはだしく、大きな魔ま法ほう円えんが描かれている。


　逆ぎやく五ご紡ぼう星せい。


　その魔法円の中心に、彼はいた。


　アルバート＝ヴァン＝スターゲイザー。


　銀河系最大規き模ぼの犯はん罪ざい結けつ社しや『ナイトメア』の総そう帥すい。


　デスクひとつすらない部屋に、彼はただ、黙だまってじっと佇たたずんでいる。


　まるで、瞑めい想そうに耽ふけってでもいるかのように。


　逆さか立だつ白はく髪はつは銀色の炎。やや瘦やせぎみの、鷹たかを思わせる面おもざし。


　そして、全身を覆おおうまっ黒いマント。


　まさに、中世の魔ま道どう士しさながらの姿である。


『──スターゲイザー様』


　どこからともなく流れてきた声に、彼はうっすらと目を開く。


「──入れ」


　ぽつりとつぶやく老人の言葉に反はん応のうし、部屋の扉とびらが音もなく開く。


　入ってきたのは、ダーク・スーツに身をかためたひとりの男。


「現在、侵しん攻こうを計画中の１‐３‐Ａ、太陽系の現地組織、デュゴール・コネクションの件ですが……」


　まるで、スターゲイザーに近づくことを恐れてでもいるかのように、入り口のあたりに立ったままで言う。


「星間警察Ｕ・Ｇ内部の工作員より、デュゴール・コネクションとトラブル・コントラクターとをかみ合わせるのに成功した、との報告が入りました」


「──それで？」


　表情を全まつたく見せず問いかえす。


「工作員の報告によりますと、そのトラブル・コントラクターの潜せん在ざい能力は大きく、現地組織を動揺させうるものと判はん断だんする、ということだそうです。ころあいを見計らって援護を願えれば、現地組織の壊かい滅めつも可能と判断する、とのことです」


　普ふ通つうなら、一いつ笑しように付すところである。


　いかに優秀なトラブル・コントラクターとはいえ、たかだか一チームで、組織という名の数の暴力にかなおうはずはない。


　しかしスターゲイザーは、表情ひとつ変えることなく、


「そのトラブル・コントラクターに関する資料は？」


「用意してあります」


　答えて黒服は、ゆっくりとスターゲイザーに歩み寄る。


　ファイルを渡すその手は、なんとか震ふるえを抑おさえていた。


　もとの戸口まで戻もどったとき、黒服はうっすらと汗をにじませていた。


　いつもこうだ。


　この老人に近づくたびに、吐き気をもよおすほどの圧倒感を味わわされる。


　人間とは、決して相あい入いれることのできないプレッシャー。


　あるいは、男がそれほど現実主義者でなかったら、それをこう表現したかもしれない。


　瘴しよう気き、と。


　ひた……と、報告書のページをめくる老人の手が止まる。


「──間ま違ちがいないのだな。この内容」


「はい。たった一隻せきで、五隻の宇宙海かい賊ぞく船せんを撃げき破は、あるいは……」


「そのことではない」


　いつになく強い口く調ちようで、スターゲイザーは黒服の声をさえぎった。


「この宇宙船『ソードブレイカー』、名目上は個人による製造。そして制せい御ぎよシステム・コンピューターの名は……」


　彼はわずかにことばを切る。これまでにないことだった。


「キャナル＝ヴォルフィード。間違いないな」


「そのはずです。よほど大だい規き模ぼなデータ操そう作さでも行なわれていない限りは」


「……見つけたぞ……ヴォルフィード……」


　つぶやくと、彼は満面の笑えみを浮かべた。


　思わずたじろぐ黒服。


　はじめて見る表情だったから、ではない。


　部屋にうずまく瘴しよう気きが、一層その濃さを増したのだ。


「──一番ドックから五番ドックまでのエネルギー供給量はどうなっている？」


　いきなり話題を転じられ、しかし黒服はあわてることもなく、


「あまり変化はありません。平均してメーターは三〇％前後。二番ドックが最高で、三七％を示しています」


　彼は答えた。


　──もっとも、彼は知らないのだが。


　ドックの中にあるのが一体何なのか。そのパーセンテージが一体何を表わすのか。


　スターゲイザーはしばし沈黙し、やがてぽつりとつぶやいた。


「──二番ドックのゲートを開け」


「わかりました。そのように指示をします」


　背広姿は一礼し、


「──あの中には一体何が？」


　好こう奇き心しんを抑おさえきれずに問うのに、


「宇宙船ふねだ」


　そっけのない答えが帰ってくる。


「搭とう乗じよう員いんはいかがします？」


「いらぬ」


　気を利きかせたつもりで聞いた問いに、やはり返ってくるそっけのない答え。


　──外宇宙船じゃないのか……


　勝手に彼は想そう像ぞうする。


　精神物理学メタ・サイコロジーの産物である相転移航法フエイズ・ドライブの実行には、人間の精神、というものが不可欠である。


　人類に現在、人間の精神を蓄ちく積せきする技術がない以上、人間が乗っていなければ、超光速航行は不可能なのだ。


　ともあれこれ以上この件に関して、突っ込こんで質問をするのはまずい。


　背広姿はそう判はん断だんした。


「──わかりました。ところで、デュゴール・コネクションの件は？」


「デュゴールに連れん絡らくを入れてやれ。今からこちらの宇宙船ふねが喧けん嘩かを売りに行く、とな。


　それと星間警察Ｕ・Ｇにも圧力を。デュゴールとの艦隊戦が終わったあと、それを口こう実じつにあちらの組織に介かい入にゆうし、圧力をかけさせろ。以上だ」


「──わかりました」


　釈しやく然ぜんとしないものを残しつつも、背広姿は一礼し、部屋をあとにする。


　知らない方がいいこともあるのだ。とくにこういった組織では。


　ひとり残った部屋の中で、スターゲイザーは小さくつぶやいた。


　満面に笑えみをはりつかせたままで。


「……今度こそ……銀河に悪夢ナイトメアを……」





　ミリィはひとり、夜のネオン街がいを歩いていた。


　夜風が寒い。ふところも寒い。


　いくら安物のレンタ・カーとはいえ、車一台の値段である。決して安いわけもない。


　本部の所長に連れん絡らくを取り、それはなんとか必要経けい費ひで落ちることにはなったのだが、さんざん小こ言ごとを聞かされた上、減げん俸ぽう処しよ分ぶんを言い渡されたのだ。


　入社一年目のかけ出しにとって、これはこたえる。


「……あんな奴やつ助けたのが、そもそもの間違いだったのよね……マントなんて着てへーきな顔で町の中のし歩いてるの見た時に気づくべきだったのよ……


　こーゆーのとはかかわりあいになんない方がいいな、って……」


　ケインのことを思い出し、今だにぶつぶつつぶやいている。


　まあ、あれで根に持つな、という方がどだい無理なのだが。


　ともあれ今はこのしごとを、とっとと片づけないことには、またぞろ所長からの文句が来る。


　しごと──


　そう。クレイブの父親からの依い頼らいで、彼を連つれ戻もどすことである。


　やがて彼女は、一軒の酒場の前で足を止める。


　さっき立ち寄った店で仕入れた情じよう報ほうが正しければ、彼はここにいるはずだった。


　ミリィは扉とびらを押し開く。


　人々のざわめきとタバコのにおい。このあたりの酒場など、どこでも同じようなものである。


「──よぉ。ねーちゃん。おれとつきあわねーか」


「どーした。男でもあさりに来たのかい？」


　声をかけてくる酔よっぱらいたちのことばを無視し、店の奥へと進んでいく。


　クレイブはすぐに見つかった。


　店の奥にあるボックスでただひとり、ぼんやりとグラスをかたむけていた。


「──席、あいてる？」


　ミリィの声に、ようやく彼は彼女に気づき、


「……あんたか……ああ、座ってくれ」


　ミリィはクレイブの向かいに腰をかけ、軽いカクテルを一杯注文する。


「──彼はちゃんと助けたわよ。あなたのご要望通り、ね」


「──ふぅん……」


　気のない返事を返してはいるが、その顔に、安あん堵どの色が浮かんだのを、ミリィは見のがさなかった。


「けどなんで、彼を助ける気になったの？」


「──なんでもいいだろ」


　くいっ、とひと息にグラスを空あけ、ミリィのカクテルを運んできたバーテンに、追加を注文する。


「……ただ……オレのせいで、無関係な人間がまちがって消されるなんて、寝ざめ悪いじゃねーか」


「なるほど、ね」


　ミリィはカクテルに口をつけ、


「──ところで。故く郷にに帰るつもりはないの？


　お父さんの言いなりになる、ってことじゃなくて。


　今のままじゃあ、あなた単に逃げてるだけよ。これじゃああなたはどうか知らないけど、お父さんにとっては、いつまでたってもあなたは『しょうのない息子』のままよ。そーゆーのって、面おも白しろくないと思わない？


　なら、親と直接対決して、自分を理わ解からせるのがスジってもんよ」


　ふと。


　ミリィはことばを切って苦笑を浮かべる。


「……あたしがこんなこと言えたすじあいじゃないんだけどね……


　組織ってぇのは、けっこうドロドロしたところよ。あなたはまだ知らないみたいだけど。それを知ってからじゃあ、抜けられるものも抜けらんなくなるわ。


　──なんてね……説教くさいこと言うけど……」


　言って自分でテレたのか、ミリィはすこし顔を赤らめ、


「……ま、あたしとしては正直な話、首にナワつけてでもあなたを引っぱっていくつもりなのよ。なんのかんのときれいごと並べたって、結局のところ、あたしにとっちゃあそれがしごとなんだから。


　けど、さっきのあなたじゃないけど、はい連れて帰りました、また家を飛び出しました、じゃいくらなんでも寝ざめが悪いわ。


　できたら、あなたにも、ある程度は納なつ得とくしてほしい、っていうのが正直なところよ」


　言いたいことを言い終えて、ミリィはカクテルをもうひと口。


　クレイブは、ずっと黙だまったままである。


　しばし二人は、黙ったままでグラスを傾ける。


「──オレ──いろいろ考えて──」


　ぽつり、とそこまで言って、ふたたび沈黙するクレイブ。


　ミリィも、あえて話の先をうながそうとはしない。


「──オレ……」


「お前の話はどうでもいい」


　声はいきなり横手から来た。


　──しまった！


　思わず腰を浮かすミリィ。


　いったいいつの間に近づいてきたのか、二人のいるボックスは、すでに五、六人の男たちにとり囲まれていた。


　ミリィはその名を知らないが、中にはゼナンの顔もある。


「今は、そのお嬢さんの話を聞きたいな」


　ゼナンが小さな笑えみを浮かべると同時に、数人が、ミリィをボックスからひきずり出すと、左右から両手をかかえこむ。


「……なっ……ちょっ……ちょっとぉぉぉぉっ！　うそでしょっ！　誰だれかっ！」


　しかし店の客たちは、ゼナンのことを知っているのか、全まつたくの見て見ぬふりである。


　クレイブも、複雑な表情をしてはいるものの、止めに入るだけの思いきりの良さは持ち合わせていないようだった。


　店の裏から連れ出され、手近にあった廃はいビルの地下駐車場に連つれ込こまれた。


　車が二台、ヘッド・ライトを灯ともしたままで停とまっている。


　うち一台のフロントに、かなり大きなキズがついていた。


　護ご身しん用ようの麻痺銃パラライズ・ガンを取り上げられ、車のボンネットに、あおむけにおしつけられる。


「──あの男……ケインはどこだ？」


「知らないわよぉぉぉっ！」


　ゼナンの問いに、ミリィは悲ひ鳴めいに近い声を上げる。


　こんな時でも声は出た。


「……きさまもあの男の仲間だろうが。『ナイトメア』は一体何をたくらんでる？」


「……あっ……あたしは『ナイトメア』なんかじゃないってばっ！」


「──ならしかたないな……」


　ゼナンは冷たい目で彼女を見下ろした。


「おとなしく話してくれないなら、少々面おも白しろくない目にあってもらわねばならん……男五人に女がひとり。どういう目にあわされるか、想そう像ぞうはつくな」


　男のひとりが、いやらしい笑みを浮かべつつ、ゆっくりと彼女の方に近づいてくる。


「待ってっ！　待ってってばっ！」


　あわてて彼女は声を上げる。


「あたしはただの探たん偵ていよっ！　クレイブのお父さんに頼たのまれて、彼を連れ戻しに来ただけよっ！」


　男はゆっくりと、彼女の上にかがみ込む。


「あのケインってひとや『ナイトメア』なんかとは全然関係ないのよっ！　あの日彼を助けたのは、単なるいきがかりよっ！」


　男の腕が、ミリィの服を摑つかんだ。


「あたしがただの探偵だって証しよう拠こもあるわっ！　お願いっ！　聞いてっ！」


「──証拠……か」


　ゼナンの小さなつぶやきが、ようやく男の動きを止めた。


「──いいだろう。聞いてやるよ」


　彼のことばに、男はしぶしぶ、彼女の上から身をどける。


　ミリィは小さく安あん堵どの息をついた。


　とはいえ、変わらず車の上に押しつけられたままである。危険が去ったわけでもない。


「──で？　その証拠とやらは？」


「ズボンのサイフに、探偵の身分証明書があるわ」


「いくらでも偽ぎ造ぞうできるな」


　確かめようとすらせずに、ゼナンはひとことのもとに言い切る。


　ミリィはしばし沈黙し、


「……わかったわ……あたしが今から言う番号に星せい間かん通話してちょうだい。あたしのいる探偵社よ」


「ふむ……」


　ゼナンはしばし沈黙し、


「いいだろう。ただし通話は画像つきでだ。


　──こいつを車の中へ」


　車の中には、小型の画像ビジユアル・通信機コミユニケーターが置いてあった。


　ゼナンはまず、星間通信局ユニバーサル・ネツトワークに連れん絡らくを入れ、ミリィから聞いたナンバーを確認する。


　そしてしばし。


「ロールーン探たん偵てい社しや……どうやら実在するのは確かなようだな」


「あたりまえよっ！」


「……お前がかけろ」


　言われてミリィはしかたなく、コール・ナンバーをプッシュする。


　両手を自由にされてはいるが、背中に銃をつきつけられ、おまけに狭せまい車の中。


　チャンスを見て逃げ出す、というわけにはいきそうにもない。


　かなりの間まを置いて、やっとコール音が聞こえる。


　やがてモニターがオンになり、ひとりの女性が映し出される。


「──はぁい、シンシア」


『──ミリィ？　どうしたの？　いきなり。調子はどう』


「ん。──それよりちょっと、所長をお願い」


『わかったわ。ちょっと待ってね』


　待つことしばし。


　画面に現れたのは、銀ぎん髪ぱつの中年男性。


『今度は一体何だ？　ミリィくん』


　苦虫をかみつぶしたブルドッグのような表情で、不ふ機き嫌げんきわまる声を出す。


『──まさかとは思うが、またレンタ・カーでも壊こわしたんじゃないだろうな』


　ぴくっ。


　所長の皮肉に、彼女の眉まゆが一いつ瞬しゆんはね上がりかけるが、なんとか平静を装よそおいながら、


「──そ……そーじゃないんです」


『……じゃあ何だね？　一体？』


「……あたし、マイクリフ＝ロバーツさんの依い頼らいで、息子のクレイブを連れ戻しに来たんですよね。この惑ほ星しまで」


『……はぁ……？』


　さすがにこれには、所長も思わず眉をひそめる。


　しばしまじまじと、ミリィの顔に見入ってから、


『……何を言っとるのだ？　今さら……関係資料でもなくしたのか？』


「なぁに。単なる確認ですよ」


　言いながら、ゼナンはミリィの後ろに顔を出す。モニター・カメラの視界内である。


『なっ……!?』


　いきなり現れた見知らぬ男に、一いつ瞬しゆん絶句する所長。


『……誰だれだね、その男は!?』


「ぢ……ぢつは……」


　ミリィはさすがに一瞬言いよどみ、


「──現地組織のかたです……」


『[image: ]っ……!?』


「あ、ほらほらっ！　クレイブってひと、現地の組織の末端にいる、って資料にあったじゃないですか！……その関係で、敵対組織のひととまちがわれちゃったんですよねー、これが……」


『……それで……？』


　地じ獄ごくの底からわき出るような、低い声で言う。


「……そ……それで、ってだから……あたしが所長のところの人間だ、って、ちゃんと証言してもらえるとありがたいなー、なんて思ったりして……」


『……それで依い頼らい主ぬしから目的から会社の名前までぺらぺらしゃべった、というわけだな』


　あ。まずい。


　所長のことばに危険なものを感じ取り、あわてて言いつくろおうとする彼女。


「いやあのだってですねぇ、もししゃべんなかったらどんな目にあわされたことやらと思うと……」


『つまり、家出人ひとりを連つれ戻もどすことさえできんわけだ。きみは』


「いやあの所長……」


『ミレニアム＝フェリア＝ノクターン！』


「……はいっ！」


『クビだ』


　ぷつっ。


　一方的に電話は切れた。


　あたりに落ちる重い沈黙。
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　車の外によろめき出る彼女。


「新生活がっ！　あたしのしんせぇかつがぁぁぁっ！　ビデオのローンだってまだ五か月ぶんも残ってるのにぃぃっ！」


「……ローンの心配してやがる……この女……」


　男のひとりがつぶやいた、あざけり混まじりのセリフに彼女は我に返る。


「……ど……どうっ！　これではっきりわかったでしょっ!?　あたしがただの探たん偵ていだってことがっ!?」


「探偵だった、だ」


「……しくしくしくしく……」


　わざわざ過去形で言い直すゼナンに、思わず涙するミリィ。


「ともあれ、お前が『ナイトメア』の人間などでないことはわかった」


「──ま、まさかゼナンさん、このまま逃がしちまう、っていうんじゃあ……？」


　男のひとりが不満の声を上げた。


　おそらくミリィをどうにかするのを、楽しみにしていたクチだろう。


「あの所長とやらに顔を見せちまったからな。これでもし、この女の死体がどこかで見つかりでもすれば、疑いはまず俺にかかる」


　ゼナンのことばに、ミリィは内心胸をなで下ろした。


「……それじゃあまー、そーゆーことで」


　言って立ち去ろうとするミリィの腕を、ゼナンの手がつかまえる。


「まあ待て。まだ話は終っちゃいない」


　ぎくっ。


「俺はこう言ったはずだ。『もしお前の死体が見つかれば』とな」


「……あ……あの……それってひょっとして……？」


「お前が『ナイトメア』であろうがなかろうが、俺たちのジャマをしておいて、無ぶ事じに帰してもらえる、などと思ったのか？


　──死体をバスタブの中に入れて酸さんで溶とかす──


　使い古されてはいるが、確実な手段だ」


「いやあのちょっとっ!?」


「──お前たち！」


　どんっ、と、男たちのほうに向かって、ゼナンはミリィをつき飛ばした。


　すかさず一人の男が彼女の腕をひっ摑つかむ。


「……好きにしろ」


「へっへっへっ……そうこなくっちゃ」


「うひぃぃぃっ！　やめてぷりーづっ！」


　いやらしい笑えみを浮かべる男たち。


　ミリィはなんとか逃げようともがくが、男の腕はふりほどけそうにもない。


　と──


　唐とう突とつにゼナンが動いた。


　ヴンッ！


　たった今まで彼の立っていた空間を、銀色の光が灼やき過ぎる。


　ミリィの方に注意のいっていた男たちは、一いつ瞬しゆん気づかない。


「逃げろっ！」


　ゼナンの声に、ふりむいた時にはもう遅い。


　たてつづけに、光が闇やみを切り裂さいた。


「ぐぁっ!!」


「うぐぉっ!?」


　あるいは肩を、あるいは膝ひざを正確に撃うち抜かれ、その場にうずくまる男たち。


　残るはミリィと、とっさにコンクリート柱の陰かげに隠かくれたゼナンのみ。


「──動くなっ！」


　声は、闇の中から聞こえた。


「……あいつか……」


　小さくつぶやくゼナン。


「動くと撃うつぞ！」


　ミリィの目が点になる。


　やがて──


　闇の中から、黒いマントに身を包み、サイ・ブレードの発振器を手にしたケインが姿を現わした。











[image: ]








「ミリィ！　無事か!?」


「──なんとかね！　ありがと！」


「ゼナンの奴やつが隠れてる場所はわかるな！　あいつと俺との直線上に入らないように、まわりこみながらこっちへ来い！」


「──了解」


　倒れている男たちや、ゼナンのいる柱のほうに視線を送りつつ、ミリィはケインの方へと近づいてゆく。


「むこうに車を置いてある。ゆくぞ」


　男たちの方から視線を外さずに、ケインとミリィは後退する。


　ゼナンは攻めあぐねていた。


　ケインの腕は、たった今目のあたりにしたばかりである。


　男たち全員の関節部を、いとも正確に撃ち抜いている。男たちがぼーっとしていたことをさし引いても、かなり正確な射しや撃げきだった。


　へたに柱の陰から飛び出して、いきなり撃たれたのではおもしろくない。


　倒れている男たちが、なんとかケインの注意を一いつ瞬しゆんでも引いてくれれば、まだやりようもあるのだが……


　ただただへたり込こんだまま、うじうじ呻うめいているだけである。


　──えぇいっ！　役立たずどもめっ！──


　などとひとりでイラついているそのうちに、やがて聞こえる車の音。


「──ちぃっ！」


　柱の陰から飛び出した。


「……ゼ……ゼナンさんっ……」


　男たちを無視し、車にかけこみ、発車させる。


「がぶぅっ！」


　倒れていたひとりをまともにひき潰つぶすが、ゼナンは気にとめもしない。


　しかし、時すでに遅し。


　ゼナンが駐車場の出口にたどり着いた時、すでに二人の乗った車は、影も形も見あたらない。


「──ちぃっ！」


　大きく舌打ちするゼナン。


　が──


　しばしののち、彼は満面の笑えみを浮かべた。


「……待てよ……こういうテはあるな……」





「助かったわ。ありがと」


　助手席に陣じんどり、道の後ろに目をやったままでミリィは言う。


「まあ、困ったときはおたがいさま、って言うし、これで貸し借りもなし、ってわけね」


「……助けられた側がわがそーゆーこと言うか？」


　不満の声を漏もらすケイン。


「気にしちゃだめよ。男なら、もっとおおらかな心を持って。


　──とりあえず、尾つけてくる車はないようね」


「なんとか逃げのびたようだな。──これで俺おれが道さえまちがえなけりゃ、の話だが」


　ケインの皮肉をミリィは無視し、


「……助けられてこーゆーこと言うのもなんだけど、撃うってから『動くと撃つぞっ！』てぇのはないよーな気がするの」


「じゃあ聞くけどな。俺が出てって『動くと撃つ』なんて言って、連中、おとなしく言うことを聞いてくれたと思うか？」


「……そりゃあ……思わないけど……」


「なら、まず警けい告こくして抵抗を受けるより、まずガツンっ、とやって抵抗する気をなくさせといて警告した方がいーじゃねーか」


「……子供のケンカね……」


「まあな。けど子供のケンカも大人のケンカも、勝つためのノウハウってぇのに、そんなに大きな違いはねえと思うけどな」


「……そーゆーもんなの」


「そーゆーもんだ。


　──ところでどうする？　ホテルまで送ろうか？　それとももう一度クレイブのところまで行くか？


　まさか連中も、こっちが続けてアプローチかけてくるとは思わねえだろう」


「………………それで思い出した………………」


　やおらやたらと陰いん鬱うつな調子で、ミリィはぼそり、とつぶやいた。


「──どうした？」


「……探たん偵てい社しや……クビになっちゃったの……」


「ありゃりゃ。なんでまた？」


「……つい……しゃべっちゃったのよねー、依い頼らい内容。それを所長が知っちゃって、『お前には家出人ひとり連つれ戻もどすこともできんのかっ!?』って……」


「なるほど……そりゃ無理もねーわな。わはははは」


「『わはは』ぢゃないでしょーがっ！」


　まるっきりひとごとの口く調ちように、ミリィは思わず声を荒げる。


「……な……なんだよ、いきなり……」


「そぉもそもあんたが横から首突っ込んだりするから、こーゆーことになったんじゃないっ！　それを『わはは』のひとことで片づけないでちょーだいっ！」


「俺だってなぁっ！　好きで首突っ込んだんでも、好きで組織の連中といざこざ起こしたんでもねーっ！　勝手にあの連中が誤ご解かいして追っかけられてるだけなんだよっ！」


「それはそっちの問題でしょっ!?」


「ほうり出すぞっ！　おまえはっ！


　……第一、もしもお前さんがそうなったのに、俺にも責任があるとしても、それじゃあ一体どうしろっていうんだ？」


　問い返されて、ことばに詰つまるミリィ。


「……それは……えと……」


　しばし腕を組み、考えて、


「──文句言ってみたかっただけよっ！」


「……あのなぁ……」


「とにかくっ！　こーなったらもうヤケよっ！　失業記念にこのしごと、きっちりとカタがつくまで見み届とどけさせてもらいますからねっ！」












　ゼナン




「──よお」


　横手から声をかけられて、クレイブは、ぴたり、と足を止めた。


　彼の住む、安アパートの玄関前。


「……ジェイクか……」


　クレイブは小さく息をついた。


　ケインが彼のところにやって来た夜、いっしょに飲んでいた仲間のひとりである。


　クレイブが火星に来てから、いちばん世話になった男でもある。


　──もっとも、彼を組織にひきずり込んだ男、という言い方もできるが。


「どうしたい？　シケたツラしてよぉ」


　言いながら肩に手をまわしてくる。


「ああ。ほんのちょいと、な」


　言ってクレイブは、弱気な笑えみを浮かべた。


　目の前で、ミリィがゼナンたちに連つれ去られた。


　彼はその一いち部ぶ始し終じゆうを眺ながめながら、全まつたく何もできないでいたのだ。


　ほとんど入れ違いで入ってきたケインにそれを話すと、彼は迷わず答えたのだ。


　わかった。あいつは俺おれが助ける。


　──助けようとすらしなかった自分。


　──たいした知り合いでもないはずなのに、迷わず向かって行ったケイン。


　──ミリィやケインの言ったことば。


　──そしてゼナンたちのやりくち。


　何がどう、とは、具体的には自分でもわからない。


　しかしそういったさまざまなことが、彼の心を重くしていた。


　店を飛び出したケインの背中を見送ったあと、どうしようもないやりきれなさにさいなまれ、クレイブも店を出たのだった。


「……深しん刻こくそうだな？」


　ジェイクは、クレイブの横顔を眺めながら、つぶやいた。


「……よせやい……」


　強がりに笑みを浮かべるクレイブ。


「──なあクレイブ、ちょっと寄ってってもいいか？」


「ああ……いいよ」


　彼はこっくりとうなずいた。





「──で？　どうするつもりなんだ？」


　冷蔵庫から、勝手に取り出したビールを飲やりながら、ジェイクは言った。


「……どう……って？」


　くたびれたソファに、ぼんやりと身を沈めたまま、クレイブは気のない声で問い返す。


　ジェイクは向かいのソファに腰かけ、


「組織を抜けるのか──って聞いたのサ」


「──おい!?」


　思わず身を起こすクレイブ。


「……覚えてるか？　このソファ」


　自分の座ったソファをぽんっ、ぽんっ、と叩たたきつつ、ジェイクはクレイブに言った。


「お前が火こ星こに来てから、ちょいとあとだったかな……仲間といっしょに中古ショップにパクりに行ってよ……」


「ああ。覚えてる。ボビィの奴やつが、さんざん犬に追っかけまわされてよ……」


「ケツを嚙かまれた」


　二人は同時に笑い声を上げた。


「……あのころは楽しかったよな」


　ジェイクのことばに、クレイブの浮かべた笑えみに、寂さびしさの色がかすかに混まじる。


　警察に捕つかまったボビィが、麻ま薬やくの売人の名前を吐いて、組織に殺されたのは、今から二月ほど前だった。


「……お前のことが気に入っちまってよ……組織の人間に紹しよう介かいしたんだが……今は後悔してるよ。オレは」


　言ってジェイクはビールをひと口。


「……まさか、こんなことになるたぁ思ってもいなかったからなぁ……」


「……ああ……」


　しばし沈黙する二人。


「──ビールでも飲むか──」


　言ってクレイブは立ち上がり、冷蔵庫から、ビールを一本取り出し、開ける。


「──帰っちまえ」


　ジェイクはぼそり、と小さくつぶやいた。


「……え？」


　思わず問い返すクレイブ。


「──迷ってんだろ。それで、さ。


　最近お前にちょっかいかけてるあの男……ケイン、とかっていったっけか？　あいつが『ナイトメア』かどうかは別として、その噂うわさだけで、お前が他の連中から、いい目で見られてねぇことくれぇは知ってっぜ」


「…………」


「あのケインってぇのが、お前に故く郷にに帰るよう言ってたのも知ってる。


　──まあ、あんな奴の言いなりになんのはシャクだけどよ、ともかく今は、お前、火こ星こにいるのはヤバいぜ」


「けどよ──」


　クレイブが口を開きかけたその時。


　こんっ。こんっ。


　ノックの音がした。


「……誰だれだよ……ったく……」


　つぶやいて、クレイブは玄関に向かう。ドアを開け──


　彼の体が硬直した。


「何を驚おどろいてる？」


　ゼナンは静かな声で言った。





「……ゼ……ゼナンさんっ……」


　ようやく硬直から抜け出し、思わず数歩、後あと退ずさる。


　部屋の中に足を踏ふみ入れるゼナン。


「ゼナンさん!?」


　思わず腰を浮かすジェイクは無視し、ゼナンはクレイブに向かって、


「あの男──ケイン＝ブルーリバーを殺す」


　一方的に宣言し、


「そこで、だ。お前に協力してもらいたい」


「オっ……オレがっ……!?」


　複雑な表情を浮かべるクレイブ。


「そうとも。……わかっているんだろ？　自分に、『ナイトメア』のスパイとしての疑いがかかっていることくらいは。


　その疑いを晴らす絶好の機会だぞ？　ん？」


「……オ……オレ……」


　たまらず視線をそらすクレイブ。


「まさか──いやだ、などとは言うまい？」


「──ゼ……ゼナンさんっ！」


　声を上げたのはジェイクだった。


　ゼナンははじめて、彼に視線を送り、


「……まだいたのか……何の用だ？」


「……そ……そいつのこと……かんべんしてやってくださいっ！」


　ジェイクは思い切って声を上げた。


　ゼナンは黙だまったままで、彼に視線を注そそいでいる。


「……そいつ……そんな大それたことのできる奴じゃありません！……あのケインとかって奴が『ナイトメア』かどうかはとにかく……」


「──もういい。黙れ」


　ゼナンは冷たく、ジェイクのことばを遮さえぎり、クレイブの方に向きなおる。


「くだらん話につきあっているヒマはない」


「けどゼナンさんっ！」


　しかしジェイクは言いつのる。


「それって、そいつにあのケインとかって奴を……」


「黙れ──そう言ったはずだが？」


　ふりむきもせずに言うゼナン。


「あのケインとかって奴を始し末まつ……」


　みなまで言い終えるより早く。


　無言でゼナンは振ふり向いた。


　ヴンッ。


　サイ・ブレードの低い唸うなり。


　──ごどっ。


　重いものが、床ゆかに落ちる音。


　そして。


「──おああああああああああああああああっ!?」


　クレイブの悲ひ鳴めいがそれに続く。


　それが合図ででもあったかのように、首から上を切り落とされたジェイクの体が倒れ伏ふす。


「何度も言わせるな」


　言い捨てて、ゼナンはクレイブに向きなおる。


　クレイブは、もう悲ひ鳴めいを上げてはいなかった。


　憎しみのこもったまなざしで、じっとゼナンを見つめている。


「──あらためて聞こう。協力してくれるな？」


　ゼナンは言った。光輝くサイ・ブレードを、右手にぶら下げたそのままで。


　クレイブは、大きく息を吸い込むと、震ふるえる声で、しかしはっきりとこう言った。


「──イヤだ」





「……おっかしーなぁ……」


　しばらく前から、ミリィはずっと首をかしげていた。


　翌日の夜。


　二人は夜の盛り場で、クレイブの姿を探さがし歩いているのだが、もうすでに五軒ばかり空から振ぶりしている。


「いつもこの時間なら、たいてい今までに回った酒場のどっかでたむろしてるはずなんだけどなぁ……」


　メモ帳に目を落したままつぶやく彼女。


「その情じよう報ほう、間ま違ちがってんじゃねーのか？」


　隣となりに並んで歩きながら、ケインはなげやりな調子で言った。


　結局あのあと。


　ミリィにおし切られるかたちで、同行を認めさせられた上、ホテルに彼女の部屋まで取らされたのだ。


　もちろんケインとしては不本意この上ないのだが、彼が壊こわしたレンタ・カーの話を持ち出され、『その上、職をなくした女の子に、自じ腹ばら切れってゆーの!?』などとたたみかけられ、やむなくこうなってしまったのである。


　むろんケインは、レンタ・カーの修理料金の請求が、ミリィのいた会社の方にまわっていることなどは知らない。


「……まちがいのない情報だと思うんだけどなぁ……これのおかげできのうとおととい、ちゃんと彼を見つけられたんだから」


「たまには家でゴロゴロしたい日もあるさ」


「けどさぁ……今日、出かける前に、ホテルから彼のアパートに電話何回もかけたけど、ちっとも捕つかまんなかったわよ」


「へぇ……」


　ケインははじめて、感心した声で、


「いつのまに、どーやって調べたんだ？　やっこさんの電話番号なんぞ」


「企き業ぎよう秘密よ[image: ]」


「クビになったのに？」


「…………しくしくしくしく…………」


「……しかしそうすると、あいつに聞くのが近道かもしれんな……」


　ケインはぽつりとつぶやいた。


「──あいつって？」


　小首をかしげて問うミリィに、彼はこともなげな調子で、


「俺たちのあとを、ずっと尾つけて来てる奴やつさ」


「……えっ!?」


　小さく声を上げはしたものの、さすがに振り向きはしない。


「そこの角を左だ」


「オーケイ」


　低くことばを交わしあい、二人は細い路ろ地じに入る。


　ややあって──


　ひょこっ、と路地をのぞきこんだ男は、待ちかまえていたケインとまともにはち合わせをした。


「うわわわわわわわわっ!?」


　あわてて退さがろうとするのを、ケインがえり首を摑つかんで逃がさない。


「──なんだ。あんたかい」


　言ってケインは不敵な笑えみを浮かべる。


　男は、しばらく前、ケインに声をかけてきた情じよう報ほう屋やだった。


「知りあい？」


「まあな。以ま前えにマントの悪口言ったあげく、俺をハメてくれた男だ」


　尋ねるミリィに答えるケイン。


「言っとくが、もうあんたから情報を買ってやる気はねえぜ」


「へ……いいのかな？　そんなこと言って、あとで後悔……」





　ごげっ。





　問答無用にケインは情報屋をはり倒す。


「……なっ……何をっ……!?」


　頭を押えながら呻うめく情報屋。


「ついでに言うと、あんたにデカい口叩たたかれるいわれもねぇんだよ。


　──無意味に俺たちのあとをつけてきたわけじゃねーんだろ。言いたいことがあるんならとっとと言えよ」


「……へ……いいかてめぇら、聞いておどろくな。そもそもこのオレ様に……」





　どげしっ。





　ふたたびケインの放ったパンチが、男の顔面に炸さく裂れつする。


「……な……なにしやがるんだよぉぉっ!?」


　もはや半泣きの情報屋。


「とっとと言え、って言っただろ？」


「……短気な奴……」


　つぶやくミリィをケインは無視した。


「……わっ……わかったよぅ……ゼナンってひと……組織の人間だと思うけど、あんたあてに伝言を頼たのまれたんだよぅ……


　クレイブとかって奴を預かってるから、レルム通りのホークアイズ・ビルまで来い、って……」


　男のことばに、ケインとミリィは思わず顔を見合わせた。





　ビルから二区画ブロツクほど離れた場所で、二人はレンタ・カーを降りた。


　見はりがいないわけはない。これ以上車で近づけば、あっさり見つかるおそれがある。


　なんとかゼナンたちの不意をついて、クレイブを助け出したいところなのだが……


　いかんせん二人の手元には、あたりの地図くらいしかない。


　せめてビルの間取りくらいは知っておきたいところだが……


　むろんそんなもの、『ソードブレイカー』のキャナルに頼めば、ものの数時間で調べることもできるだろうが、今はそれだけの時間がない。


「──なぁ、車のところで待ってろってば」


　ここまで来る途と中ちゆう、車の中でひたすら繰くり返したせりふをケインはふたたび言う。


「やだ。ついてく」


　あっさり首を横に振ふるミリィ。


　ケインは大きくため息をついた。


　理り詰づめの説得がムダだということは、さきほどの車の中で理解した。


　何を言おうと、『何かの役に立つかも知んないじゃない』の一いつ点てん張ばりである。


　……足手まといにならなきゃいいけど……


　とことん不安なケインだった。


　一応護ご身しん用ようにと、麻痺銃パラライズ・ガンを渡してはいるが、今までのミリィの行動を見るかぎり、まちがってケインを撃うたないともかぎらない。


「……廃はいビルの群れ……みたいね……」


　あたりを見回し、つぶやくミリィ。


　立ち並んでいるのはオフィス・ビルの群れではあるが、ほとんどのビルは、ひと昔むかしまえの様よう式しきのものばかり。手入れもされずに放置されていた。


　十年ほど前、火星で起きた大だい恐きよう慌こうのなごりなのだが、二人にとってはそれこそどうでもいいことである。


　明りといえば星明りのみ。視界が悪いことおびただしいが、それは相手も同じである。


　外から見る限り、指定のビルにも明りは見えない。


　道ばたに放置されたままの車やら、建物の影に身をひそめつつ、二人は問題のビルの裏手にまわった。


　裏通りの、細い路ろ地じに面したそこには、小さな鉄のドアひとつ。


　すでにペンキもはげ落ちて、ざらつく錆さびを浮かべている。


　あたりをざっと見回した限りでは、あたりには、敵らしい姿も気け配はいもないのだが。


「──カギがかかってる」


　ドアノブを数度がちゃつかせてから言うケイン。


「そりゃそーでしょうね……いくら廃はいビルだっていっても……」


「ノブを切りとばすぞ」


「だめよ！」


　サイ・ブレードを抜きかけるケインを、ミリィはあわてて制する。


「……どーしてだよ!?」


「光をだれかに見られたらどーすんのよっ！　何でも切りゃあいいって思ってるでしょ!?　あんた!?」


「じゃあどーしろって言うんだ？」


「こうすんのよ」


　ミリィは頭からヘアピンを一本抜き出すと、カギ穴をかちゃかちゃやりはじめる。


「ヘアピンなんてつけてたのか？」


「……こーゆーのあると、いろいろと便利だから……よっ……と……」


　かちゃりっ、とミリィがノブをまわすと、ドアはいともあっさりと開いた。


「……へぇぇ……たいしたもんだ」


「まあね」


「人間、ひとつくらい、とりえってもんがあるもんなんだな……」


「……どーいう意味よ。しみじみと」


「そのまんまの意味だけど」


　などと言いつつ、二人はドアをくぐった。


　ちょっとした廊ろう下かがあり、奥からかすかな明りが漏もれている。


　息を殺しつつそちらに向かう。


「──ロビーね……」


　ケインの耳もとで、ささやくようにミリィは言った。


　ビルのロビーは、皓こう々こうたる明りに照らし出されていた。


　二人のいる位置から見た限りでは、ロビーにひとの姿はないが……


「……まずいな……これじゃあノコノコ出ていくわけにもいかんか……」


「……けど……ここでずっとこそこそしてるわけにもいかないでしょ……」


　もっともな意見だが、ロビーには、身を隠かくせそうな場所もない。彼らの死角にゼナンの部下たちがひそんでいた場合、飛び出したとたんハチの巣すにされるおそれもある。


　──えぇいっ！　ここで死ぬんだったら、俺おれはそれだけの男ってことよっ！──


　半ばヤケクソに開き直り、


「──いいか、ミリィ。まず俺がひとりでロビーに行く。合図したら来い。


　……もしも……俺がやられるようなことがあったら、ひとりで逃げろ」


「──そんなっ!?」


　不安の表情を浮かべる彼女。


「……もし……もしあなたがそんなことになっちゃったら……


　……あたし……あたし、誰にたかったらいいのよっ！」


「……あのなぁ……」


　思わずジト目になるケイン。


「自慢じゃないけど、あたしの財政事情、とことん逼ひつ迫ぱくしてるんですからねっ！　他の星ならいざ知らず、組織とごたごた起こしたこんな星で職探し、なんてまっぴらだかんねっ！　あたしはっ！」


「……いばって言うなよ……そんなこと……」


「しみじみ言ったら悲しすぎるでしょっ!?」


「……なるほど……」


　ケインはひとつうなずくと、


「──なるべく死なないようにするから、とにかくそういう手順でいくぜ」


「……わかったわ……」


　こくんっ、とうなずくミリィにケインもうなずきかえし、ロビーの方へ近づいてゆく。


　サイ・ブレードを右手に持つ。もちろん今は刃を出さない。


　しばらくあたりの気け配はいを探さぐり──


　だっ！


　ロビー中央に飛び出すと、サイ・ブレードを構えてふりかえる！


　──しばしの沈黙。


　ミリィの位置から、ケインがロビーの中央で、仁に王おう立だちになっているのが見えた。


　怒りとも、とまどいともつかぬ表情で、じっと何かを見つめている。


　敵がいる、というのでもなさそうなのだが……


「──どうしたの？」


　しばし流れた沈黙ののち、たまらずミリィは声をかける。


「──来るな」


　静かな声で応こたえるケイン。


　視線の向きは変わらぬままで。


「……何なのよ？　敵でもいるの!?」


「──敵じゃない……」


「だから一体何なのよ!?」


「いいからお前はそこにいろ……」


「……何なのよ!?　それはっ!?」


　しびれを切らし、とび出すミリィ。


「ミリィ！」


　声を無視して、彼女はケインが見ているのと、同じ向きに視線を送る。


『５Ｆ』


　最初に、その文字が目に入った。


　うす汚よごれた壁かべの一部が白く塗ぬりなおされ、さらにその上に赤いスプレー塗と料りようで、大きくそう書かれているのだ。


　その下に転ころがる何か。


　それの正体が、一いつ瞬しゆん彼女にはわからなかった。


「──えっ……？」


　頭が理解したものを、感性が一瞬受けつけない。


　分解されたマネキンのように見えるそれは、人形ではなく本物だった。


「……クレイブだよ……」


　ケインのつぶやきを聞くまでもない。


　顔にはキズのひとつもない、首から上だけが、他の部分とは少し離れて、ちょこんっ、とこちらを向いている。


　その顔に、絶望と恐きよう怖ふを浮かべたままで。


　サイ・ブレードで灼やき斬きられたのだろう。あたりに血は流れておらず、異い様ような非現実感がある。











[image: ]








「──つまりは──」


　吐はき気けなのだろうか。それともこれは怒りなのだろうか。


　自分のうちに生まれた衝しよう動どうを必死で抑おさえつつ、ミリィはかすれた声でつぶやいた。


「……五階に来い、決け着りをつけよう、ってことね……」


「……だろうな……」


　応えてケインは歩き出す。上へと向かう階段に。


　彼の後ろに続くミリィ。はや二人とも無言である。


　二階に上がってすぐのところにエレベーター。まだ電源は生きている。


　ケインはエレベーターのボタンを押した。


「──まさか、これで行くつもりじゃないでしょうね？」


「まさか」


　やって来たエレベーターの、五階のボタンを押してから、ケインは非常階段の方に向かう。


　あわててあとに続くミリィ。


　エレベーターを五階に向かわせ、待ち伏せしているはずの連中の気を引いておき、こちらは非常階段から突入する。


　いつだったか、ケインが見たアクション映画の中で、誰かが使っていたテだった。


　──もっとも、ゼナンがこんなものに引っかかってくれるかどうか、保証の限りではないが。


　二人はできるかぎり足音を殺しながら階段をかけ上がる。


　そして──二人は五階へたどり着いた。


　皓こう々こうと明りの灯ともるだだっ広い部屋。外に明りが漏もれるのを防ぐためか、まわりには幕まくが引いてある。


「──よく来たな。あれを見て、逃げ出すかとも思っていたが」


　部屋の奥。


　ゼナンは、たったひとりでケインたちを待っていた。


「──きさま……」


　乾かわいた声でつぶやくケイン。


麻痺銃パラライズ・ガンを抜くミリィ。


「なんであんなことをしたっ!?」


　問われてゼナンは、冷たい笑えみを返しつつ、


「『ナイトメア』メンバーとおぼしきお前たちと接せつ触しよくがあった。


　それだけで、処分されるには十分だ」


「だから違うって言ってるだろっ！」


「──だろうな」


　ケインの叫びを、ゼナンはあっさりと肯こう定ていする。


「……なに……!?」


　思わず問い返すケイン。


「お前は組織の人間じゃない。においでわかるさ」


「……なら……どうしてっ!?　『組織のため』ってやつか!?」


「多少はそれもある──しかしそれはどうだっていいことさ……」


「……どっ……」


　思わず絶ぜつ句くするケインとミリィ。


「ケイン＝ブルーリバー。お前をどうしても殺してやりたくなった。この手でな。


　だから──


　俺と戦う理由を与えてやったのさ。お前にな」


「……そっ……そんなことのためにっ!?」


　ミリィは思わず叫んでいた。


「そんなことのためにっ！　どうでもいいようなことのためにっ！　あんたはクレイブをあんなふうにしたのっ!?」


「そうさ」


　その顔に笑えみさえ浮かべながら、あっさりとゼナンは答えた。


「……このっ……」


「やめろ！　ミリィ！」


麻痺銃パラライズ・ガンを構えかける彼女をケインが制する。


「なんで止めるのよっ!?」


「幕まくの向こうにいる連中にハチの巣すにされたいのかっ!?」


「……え……!?」


　ミリィは絶句し、ゼナンは満足げな笑みを浮かべた。


「……要は、俺と斬きりあいがやりてえ、ってことだろ」


「そういうことだ」


　ケインの問いに答えるゼナン。


「……俺もあんたをたたっ斬ってやりてぇところだが……勝ちそうになったとたん、後ろの連中にズドン、じゃ割に合わねーもんな」


「心配するな。俺とお前とが一対一で戦っている限り、最後まで手は出さんように言ってある」


「──てぇことは、決け着りが着いたら手を出してもいいってことだな。


　つまり、こっちが生き延びるためにゃあ、あんたを倒したあと、後ろの連中のお相手もしなくちゃならねえ、ってこったろ？」


「それはお前たちの運と腕次し第だい、ということさ。


　それに──ここまで来た時点で、これくらいの覚かく悟ごはしていたんだろ？」


「……まあな……」


　ケインは小さく苦笑を浮かべ、ミリィの方をふりかえる。


「ミリィ。お前はここまででいい。帰れ」


「そうはいかん」


　答えたのはゼナンの方だった。


「警察でも呼ばれて、水を差されたのではたまらんからな。見み届とどけ人にんとしてそこにいてもらう。


　──逃げるなよ。


　逃げようとすれば、後ろの連中がお前を撃うつ」


　ゆっくりと、ゼナンは右手を上げる。


　その手の中には、サイ・ブレードの発振器。


「……それじゃあそろそろはじめるか……」


　ヴンッ！


　ゼナンのサイ・ブレードが、白く輝く刃やいばを生んだ。


　ゆっくりとゼナンに歩み寄るケイン。


　数歩で間合いに入るところで足を止め、サイ・ブレードを発動させる。


　しばし黙だまってにらみ合う。


「──がぁっ！」


　先にしかけたのはゼナンだった。


　ぎぎきぅっ！


　耳ざわりな低い音を立て、二人の剣がぶつかり合った。


　同時に、ゼナンの右足がケインの足を払う。


　タイミングは完かん璧ぺき。


「──くっ!?」


　ケインは逆さからわず体をかたむけながら、残った方の足で後ろに跳とぶ。


　すかさず追つい撃げきに移るゼナン。


　その足下に、ケインはサイ・ブレードの光の刃を撃うち出した。


「ちっ！」


　たたらを踏ふむゼナンに向かって、ふたたび剣に刃を生み出した、ケインの方が突っ込んでゆく。


　──まずいな……


　ケインは内心、ほぞを嚙かんでいた。


　思っていたよりゼナンは強い。


　やはり育った環境の違いか、力とスピードは、それでもケインの方に分があるが、ゼナンの技わざの切れは鋭するどい。


　負けるつもりはもちろんないが、決して余よ裕ゆうで勝てる相手でもない。


　しかしやっかいなのはやはり、幕まくの後ろの連中である。


　ゼナンは自分が勝つつもりでいるからこそ、『勝負がつくまで手出しをさせない』などと言ったのだろうが、負けそうになればあっさりと、ケインたちの射殺を命じるかもしれない。


　また、たとえゼナンが約束を守ったとしても、彼を倒したそのとたん、二人に向かって一いつ斉せい射しや撃げき、などというのはたまらない。


　──となれば──


　切り込んだケインの刃とゼナンの刃がふたたびぶつかり合う。


　かみ合った刃を支点に、体を半回転させて、ゼナンの顔面めがけて肘ひじをくり出す。


　ある程度予想はしていたか、今度はゼナンが大きく後ろに跳とび、かわす。


　間ま合あいを取り、近づき、切り結ぶ。


　数度そんなことをくり返すうち、ゼナンの顔に焦あせりの色が浮かびはじめた。


　彼にはむろん自信があった。


　しかし実際に斬きり結ぶまで、力とスピードで負けるとは、思ってもいなかったのだ。


「──どうした!?　ケイン！　しょせんお前の力はそんなものか!?」


　切り結びながら言うゼナンに、ケインは笑えみを浮かべてみせる。


「──かなり苦しいみてぇだな！　そんなハッタリ飛ばしはじめるようじゃあ！」


「ほざけっ！」


　ひと声吠ほえて、たてつづけに切りつけるゼナンの剣を、ケインはなんとか受けしのぐ。


「……ちっ……！」


　間合いを取ろうと、ケインが後ろに退さがりかけた、まさにその瞬しゆん間かんを狙ねらって、ゼナンの刃がくり出される！


　ぎぢぃっ！


　なんとか剣で防いだものの、ケインはそのままはじき飛ばされるような形で、床ゆかにあおむけに落ちた。


「……ぐぅっ！」


　一いつ瞬しゆん、息がつまる。


　こちらに向かってくるゼナンの姿が見えた。


　その瞬間。ケインはサイ・ブレードの刃をたてつづけに撃うち出した。


「どこを狙ねらってる!?」


　ゼナンの問いに答えたのは、何かの割れる高い音と、訪おとずれた闇やみ。


「──なっ……」


　ゼナンは悟った。ケインが狙ったのは彼ではなく、天てん井じようの明りだったのだと。


　あわててサイ・ブレードの刃を消す。この暗くら闇やみでは目め印じるしになるだけである。


　──逃げるつもりか、


　彼が思ったそのとたん。


『ぐぉぅっ！』


『がぁっ!?』


　いくつもの悲ひ鳴めいが闇にわき起こる。


「──しまった！」


　ケインはまず明りを消し、先に幕の後ろに控ひかえる連中を叩たたきにかかったのだ。


「えぇいっ！　明りだっ！」


　いらつきながらゼナンは叫ぶが、そうそう都つ合ごうよく明りが調達できるはずもない。第一幕の外に控えていた連中は、ライトのたぐいなど持たされてはいなかった。


　しばしわき起こる悲鳴と銃声。


　やがて──


　闇に沈黙が降りた。


「ケイン！」


　ミリィの声があたりに響ひびく。


「声を上げるなっ！」


「階段の方に誰か逃げてったわっ！　たぶんあいつよっ！」


「……なにぃぃっ!?」


　あわてて身を起こすケイン。


「追うぞっ！」


　言って非常階段から漏もれる、かすかな明りを目ざして進むが、こう暗くては足もともおぼつかない。


　──むろん自分で明りを壊こわしておいて、文句の言えるすじあいではないのだが。


「早く早くっ！」


　非常階段にたどり着き、せかせるミリィ。


「うかつに進むなっ！　まだこの近くにいるかもしれんぞ！」


　ようやくケインもたどり着き、二人は慎しん重ちように歩みを進める。


　なにしろ死角の多い場所である。ほいほいと進むわけにもいかない。


　しかし──二人が一階まで降りても、ゼナンが姿を見せるようすはない。


「……いねーぞ……上に行ったかな？」


　ケインのつぶやきに、ミリィは首を横に振り、


「あたし見たもん。人影が、たしかに下へ向かうほうに行ったの。まちがいなく。


　勝てそうにないと思って逃げたんじゃないの？　おとなしく」


「──あの、プライドだけはいっちょまえの人ひと斬きりバカがか？」


　などと会話を交わしていると。


　ツーッ。ツーッ。


　やおら小さな発信音が聞こえた。


　思わずぴくっ！　と身がまえるミリィ。


「心配するな。これだ」


　言ってケインは、腕時計にしこまれた、通話ユニットをオンにした。


『──ケイン。私です』


　流れて来たのは『ソードブレイカー』のキャナルの声。


「何だ？　今とりこみ中だぞ！」


『火星の連れん絡らく回線モニターしてたんですけど、どうやらデュゴール・コネクションの宇う宙ちゆう艦かん隊たいが動きだしたみたいです』


「ほっとけンなもんっ！」


　不ふ機き嫌げんな声で言い返す。


「組織の艦隊が動こうがどうしようが知ったこっちゃないっ！　こちとらどうあってもゼナンの奴やつを叩たたき潰つぶさなきゃおさまらんっ！」


『ゼナン？』


　キャナルの声が問い返す。


『──前に言ってたあの殺し屋ですね？　そいつなら、今ケインがいるところの近くで通信してましたよ。組織の誰かと』


「通信を!?」


『ええ。至急宇宙港に来い、って命令受けてたみたいですけど……』


「宇宙港!?」


　おうむ返しに問うケイン。


「……一体何が起こってるんだ!?」


　キャナルは声を沈めて答えた。


『宣せん戦せん布ふ告こくしてきたんです。『ナイトメア』が。デュゴール・コネクションに』












　ガルヴェイラ




「……どういうことよ……」


　宇う宙ちゆう港こうで、二人ぶんの離り陸りく手続きをするケインに、ミリィは尋ねた。


「……どう、って？」


　必要事項をキーボード入力する手を休めず、問い返すケイン。


「ゼナンのところになぐり込みかける時には、ついて来るな、なんて言ってたくせして、今度はついて来い、なんて……」


「来るなって言っても、どうせついて来るつもりだったんだろ？」


「……まあ……そーだけど……」


　すねた子供のような調子で言うミリィ。


「──それにな。お前ひとり、こんな所に残しとくより、いっしょに来てもらった方が安全なんだよ」


「……戦闘空域に行こうってぇののどこが一体安全なのよ……？」


　ケインはそれには答えずに、キーボードの場所を彼女にあける。


「ほいよ。お前さんのデータとＩＤカードに網もう膜まくパターン、入力してくれ」


「……念のために聞くけど……」


　スリットにＩＤカードをさし込こみながら言うミリィ。


「まさかあなた……ほんとーに『ナイトメア』だったりしないでしょうね……」


　ふりむきもせずに尋ねるミリィに、ケインはただ、ぽつりと、


「アルバート＝ヴァン＝スターゲイザーのくそぢぢい」


「……なるほど……」


　思わず納なつ得とくするミリィ。


　手続きを済すませ、二人はシャトルに乗り込んだ。


「……安物のシャトルねー……ふた昔むかし前の装そう備びとデザインよ」


「やかましい」


　室内調度や装備にやたらと文句をつけるミリィにうんざりしながら、ケインはシャトルを発進させた。


　衛えい星せい港こうにたどり着くまでの時間がひたすらもどかしいが、ゼナンも宇宙に出たならば、やはり同じ時間がかかったはずである。


　はやる心を静めるケイン。


　そして──宇宙。


　フォボスの衛星港ドックで、二人の乗ったシャトルは、『ソードブレイカー』の船腹にドッキングする。


「──ふむ……」


『ソードブレイカー』に乗り込むなり、ミリィは何やら考え深げな顔で、とんっ、とんっ、と、二、三度かるく跳とびはねる。


「……ほぼ一Ｇね……疑ぎ似じ重力発生装そう置ちは、かなりいいの使ってるみたいだけど……」


「……いいから。行くぞ」


　コックピットの扉とびらが開く。


「お帰りなさい」


　キャナルの笑え顔がおが二人を迎えた。


　その姿に、思わずミリィは目をかっ開く。


「……へんなかっこう……」


　ぽつりとつぶやくそのことばを、キャナルはきっちり捕とらえていたが、今はツッコミを入れている場合ではない。


「キャナル、こちら、ミリィだ。状じよう況きよう報告した通り、今度の件で、ちょいとかかわりがあってな」


　ミリィやゼナンたちのことは、ざっとキャナルには連れん絡らくしている。


　紹しよう介かいされて、ミリィは右手をさし伸べる。


「ミレニアム＝フェリア＝ノクターンよ。ミリィって呼んでね」


「よろしく。ミリィ。


　私はキャナル＝ヴォルフィード。この船の中央制せい御ぎよシステムです。……ちなみにこの姿、立体映像ですから」


「……あ……そう……」


　言われてきまり悪そうに、ミリィは右手をひっこめた。


「……キャナル……キャニーって呼んでいい？」


「だめ」


　あっさりきっぱり断わられ、思わず憮ぶ然ぜんとするミリィ。


「──ともかく発進するぞ。キャナル、出港手続きは？」


「あらかたやっておきました。あとはあなたの本人証明と料金払い込みだけです」


「了解。ミリィ、お前さんはそこの予備シートにでも座っててくれ」


　言われて彼女はおとなしく、キャナルの後ろにある予備シートに腰かける。


　ケインが出港手続きを済すませ、やがて衛星港のゲートが開く。


「キャナル、停てい泊はく中、組織の連中がおかしなちょっかいかけて来たりしなかったか？」


「……かけて来ましたよ……」


　彼女はうんざりした口く調ちようで言った。


「外がい装そうの修理頼たのんだんですけど、その中に組織の人間がまじってたんでしょうね。爆ばく薬やくなんてしかけられちゃいましたよ」


「……ちょっとぉっ！」


　二人の会話に、思わず声を上げるミリィ。


「あ、心配しないでください。ちゃんと全部撤てつ去きよしましたから」


「……それならいいんだけど……


　それはそうと……できたら席、変えてもらえない？


　ここからだと、キャナルのおしりしか見えないんだけど……」


「それじゃ、右のシートにでも座っててください。ちょっときゅうくつだし、クッション悪いですけど。


　──あ。操そう作さパネルには触さわらないでくださいね」


　などとやりとりを交わすうち、『ソードブレイカー』はゲートを出る。


「キャナル、連中の集結地点は？」


「恒こう星せい座ざ標ひよう８‐５、空間座標Ｆ‐０‐０のあたりに集結、展てん開かいをはじめてるはずよ」


「……もう少し先か……ともかく──」


　行くぞ。


　ケインがそう言い終らぬうちに──





　グゴゥンッ！





　衝しよう撃げきが『ソードブレイカー』をゆるがした。





「なっ……!?」


「何だっ!?」


「ビーム砲の砲ほう撃げきですっ！　損害軽微っ！……ああああっ！　せっかく外装なおしたのにぃっ！」


　口々に叫ぶ三人。


「二時の方向！　艦かん影えい十五！──デュゴール・コネクションの船ですっ！」


「とりあえず回かい避ひだっ！　フォボスの陰かげにまわりこめっ！」


「了解っ！」


『ソードブレイカー』は、衛星フォボスを盾たてにする形でまわり込む。フォボスの衛えい星せい港こうにとってはとことん迷めい惑わくな話だが。


　しかし艦隊は、最初の一発以来、砲撃してくる様よう子すもない。


「──ケイン。あっちの艦隊から通信入ってます！」


「つないでくれ」


　ケインが応こたえるのと同時に、画像ビジユアル・通信機コミユニケーターがオンになる。


　そこに映し出されたのは──


「……ゼナン……」


『ケイン＝ブルーリバー……わざわざ追って来てくれるとはな……その礼と言っちゃあなんだが、ここで血祭りに上げてやるよ』


「正気か!?　おめーは!?」


　思わず声を上げるケイン。こんなところで砲撃戦などやらかせば、あっという間にパトロール艇がすっ飛んで来る。


　むろんそうなれば、デュゴール・コネクションにとっても、かなりマズいことになるのは言うまでもない。


『……殺してやるよ……』


　画面の中で、ゼナンは小さく笑えみを浮かべ、それで通信は切れた。


「ケイン！　敵艦隊、動きだしたわよ！　来るわ！」


　レーダー・スクリーンには、フォボスをまわり込みながら接近する光点が、はっきりと映し出されている。


「とりあえずここから離れる！　衛星港のまわりで撃うち合いなんてできるかっ！」


「了解っ！」


　……ヴ……


　にぶいエンジン音とともに、『ソードブレイカー』は転進し、加速を開始する。


「この船に乗ってれば安全、なんて言ったの誰よっ!?」


　ミリィの叫びに、ケインもキャナルもとりあおうとすらしない。


「前方から艦隊接近！　艦かん隻せき数十！」


「パトロールか!?」


　一いち抹まつの期待をこめて問うケインに、しかしキャナルは首を横に振り、


「──違うわ！　こっちもデュゴールよっ！」


「ぢーざすっ！」


　ミリィは絶望の悲ひ鳴めいを上げた。
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『──ゼナン！　どういうつもりだ!?』


　通信回路を開くなり、男はがなり立てて来た。


　ゼナンの知らないことではあるが、ケインが太陽系に来た時、『ソードブレイカー』に攻こう撃げきをかけた艦隊の、司令官だった男である。


『こんなところで艦隊戦でもはじめる気か!?　どんなことになるのかわかっているのか!?　すぐにでもパトロールが飛んで来るぞっ！』


　口ぶりからすると、どうやら組織での地位は男の方が上らしい。


「おことばですが、あの船の名は『ソードブレイカー』。ご存じでしょう？　『ナイトメア』の船ですよ」


　自分でも信じていないことを、ゼナンはしゃぁしゃぁと言い放つ。


『……そんなことは知っている……』


　苦い口く調ちようで答える男。


「おそらく奴やつは、この機に乗じて衛星港を制圧するつもりか、あるいは我等の艦隊の後ろを衝つくか……


　いずれにしろ、ほうってはおけない相手です」


『……だ……だからといって、こんなところで艦隊戦など……』


「私の独断でやったこと、としておきましょう。組織に不ふ都つ合ごうをかけるつもりはありません」


『……そうとまで言うのなら……』


　男はしぶしぶ引き下がった。


「……馬鹿が……」


　通信回線を切ったあと、ゼナンは小さくつぶやいた。





「──前方の艦隊、遠ざかっていくわ！」


「どういうつもりだ!?」


「……こんな船、十五隻せきもいればじゅーぶんだと思ったんじゃないの……」


「こんな船とは何ですかっ!?　こんな船とはっ！」


　ミリィの意見に、思わずつっかかるキャナル。


「そりゃあ外がい装そうやなんかは改装されて、こんなんなってますけどねえっ！　こう見えてもれっきとした……」


「こらこら！　キャナル！」


　やや慌あわてたような調子で、彼女のことばを遮さえぎるケイン。


「ンなこと言ってる場合じゃねーだろっ！　ともかく今は敵さんをどうするか、だ！」


「……そうね……パトロール艇でも来てくれたら話は早いんですけどね……」


　むろん、フォボス衛えい星せい港こうの中にも、パトロール艇の数すう隻せきくらいはいるのだろうが、出港と同時に攻撃されるのをおそれてか、出てくる様子はまだない。


「敵艦隊、フォボスを包囲しつつあります」


「……衛星港ごと包囲する気か!?」


　フォボス衛星港は言うまでもなく、火星の衛星フォボスをくり抜いて、各種施設を設置したものだが、もともとフォボスそれ自体が、全長三〇ＫＭ弱と、それほど大きなものではない。宇宙船の十五隻もあれば、包囲するのは十分である。


「……どうする……本気でやるか……？」


　ぽつり、とケインはつぶやき、


「けど、人目があるわよ」


　答えるキャナル。


　ミリィには、何の話かわからない。


「──えぇいっ！　なら、やれるところまで普ふ通つうにやるしかないかっ！


　包囲の薄いところを突とつ破ぱだっ！」


「了解っ！」


　キャナルが答えると同時に、『ソードブレイカー』は一気に加速をかけた。


　ミリィは反射的に体に力を入れ──


　一いつ瞬しゆんの後、驚おどろきの表情を浮かべた。


　全身を襲おそうはずの、加速によるプレッシャーがない。


　今の加速をキャンセルできる慣かん性せい中和システムなど、存在しないはずだった。


　現在の、人類の技術では。


　離り脱だつを計る『ソードブレイカー』を、むろんゼナンたちが見逃してくれるはずもない。


「砲ほう撃げき、来ます！」


「当たるかよっ！」


　縦じゆう横おうに、コントロール・レバーを操そう作さするケイン。神かみ業わざなのか単なるメチャクチャなのかは、おそらくやっている本人にすらわからないだろうが、砲撃のことごとくを、すべて回かい避ひしていることだけは事実だった。


「──ばかなっ！」


　レーダーが示す『ソードブレイカー』の回避航跡を凝ぎよう視しして、ゼナンは思わず声を上げていた。


「……こんな動きができるはずがないっ！　中の乗務員が耐えられんはずだっ！　こんなことができるなどと──」





「──遺失宇宙船ロスト・シツプ──」


　ミリィが小さく漏もらしたつぶやきを、ケインもキャナルも聞いてはいなかった。


「敵艦隊から攻撃機、出撃！　二〇Ｍ級有人タイプです！」


「適当に応戦しろ！　対空砲、自動追つい尾びモード！」


「了解！」


『ソードブレイカー』の上下甲かん板ぱんにある偏へん光こうレンズを通し、数十条のレーザーが、向かい来くる攻撃機の群れに突き刺さる。


　たちまち起こる大爆発──と、言いたいところだが……


　敵も回避運動くらいはしている。加えてこちらも、ケインの操そう艦かんで、安定した射撃もできない。


　命中したのは、ほんの一機か二機だった。


「ああああっ！　通常兵器はコントロールしにくいっ！」


「へたくそぉぉぉっ！」


　思わず突っ込こみを入れるミリィに、キャナルはふりむきもせず、


「それならあなた、やってみてくださいよっ！」


「やってやろーじゃないのっ！」


「やめろぉぉっ！　ばかぁっ！」


　売りことばに買いことば。ケインの制止もなんのその。


　ミリィの前のコントロール・パネルに灯が点ともる。


「対空システムの操そう作さは──知りませんよね？」


「知ってるわよ。それくらい」


　言うなりミリィの手が、パネルの上をかろやかに躍おどる。


　そして──


　ふたたび火を吹く対たい空くう砲ほう。


　ぱぁっ。


　宇宙に光の花が咲いた。


　ミリィの放った光の矢のほとんどが、攻こう撃げき機きを直撃したのだ。


　はっきり言って、人間技わざではない。


「……うそ……」


　思わず感嘆のつぶやきを漏もらすケイン。


「……どぉやったらあんなに当たるんです……？」


「日頃の行ないよ」


　キャナルの問いに答えながら、ミリィの手はふたたびコントロール・パネルを滑すべる。


　そしてまた、闇やみに輝く爆発光。


　攻撃機部隊はまともに浮き足立っていた。


　相手はたかがなんでも屋の船一隻せきと、たかをくくっていたのが、いきなりな打撃を食らったのだ。


　自動攻撃機ならばともかく、あくまで人間が動かしている以上、やはりこうなると、自分の身かわいさに、攻撃より回かい避ひに専念してしまう。


「攻撃機部隊、回避行動に移っています！」


「よぉぉっし！　このまま中央突とつ破ぱだっ！」


「艦隊、動きはじめました！　フォボスの包囲を解といて、こちらに向かって来ます！」


「迎げい撃げきよっ！　迎撃するのよっ！」


　目の色変えて言うミリィ。やたらうれしそうに見えるのは、ケインやキャナルの気のせいだろうか？


「対たい艦かん用の武装は!?」


　問いかけるミリィに、キャナルはややたじろぎながら、


「……あの位置に対してなら、ビーム砲くらいならありますけど……」


「あああっ！　レールガンの方がてごたえあっておもしろいのにっ！……なけりゃいいわよっ！　操そう作ささせてねっ！」


　言うとキャナルの答えも待たず、勝手にコントロール・パネルをいじりはじめる。


　半球状の可か動どう砲ほう頭とうが旋せん回かいし、追撃をかける一隻に向かって砲火を浴びせる。


　しかし──


　火線は目標に到達する直前に、まばゆい光の塵ちりと化し、漆しつ黒こくの闇やみに舞い散った。


「電でん磁じバリア!?」


　ディスプレイに映る光景を見て、思わず声を上げるミリィ。


「だからレールガンがいいって言ったのにぃぃっ！」


「通常兵器はそれしかないんだからしかたないじゃないですかっ！──と、


　フォボスからパトロール艇ていが出撃しますっ！」


「──やっとかよ！」


　あまた並んだサブ・ディスプレイのひとつに、フォボス衛えい星せい港こうから姿を現すパトロール艇の姿があった。


　が──


　一いつ瞬しゆんののち、画面を数条の閃せん光こうが横切り、パトロール艇が白光を放つ。


　あとにはただ、灼やけただれたゲートがだらしなく口を開くのみ。


「あああああっ！　あいつらっ！　本気でパトロール艇撃げき沈ちんしやがったっ！」


「……連中もほとんどヤケですね……」


　あきれた顔でつぶやく彼女。


「よぉぉぉぉっし！　こーなったらキャナル！　ちょいと本気で行くぞっ！」


　…………


　しかしキャナルは答えない。


「──キャナル？」


　思わずケインがふり向けば、虚こ空くうの彼方かなたに視線を送り、じっと佇たたずむ彼女の姿があった。


「──来ました──」


　彼女はひとこと、低い声でそうつぶやいた。





　彼方に光が閃ひらめいた。


　それも一つや二つではない。


「……なんだ!?」


　サブ・ディスプレイに映し出されたその光景に目をやって、ケインはつぶやいた。


「──さっきフォボスから発進した、デュゴール・コネクションの艦隊です」


　低い声でキャナルは言う。


「全艦撃沈です」


「全艦!?」


　こんどはミリィが声を上げた。


「どういうことよ!?」


「……あいつと接せつ触しよくしたんですよ……」


　ふりむきもせずに、重い口く調ちようで答えるキャナル。


「『悪夢ナイトメア』と……」


「──来たのかっ!?」


　ディスプレイの中の虚こ空くうを見すえるケイン。


　ゼナンたちの艦隊からの砲ほう撃げきも今は止んでいる。おそらく彼らも、それの接近に気づいたのだろう。


「……えぇいっ！　こーなったらゼナンも『ナイトメア』も、まとめてぶち落としてやるっ！」


　ヤケクソ気味に息まくケインに、キャナルはしかし、静かな口調で、


「──ケイン……」


「なんだ!?」


「ひとつ言っておきます……あいつ……私と同類です……」


　彼女のことばにケインは一いつ瞬しゆん、硬直した。


「……つまりは……本気でやれ、ってことか……」


「そういうことです……」


　ケインはひとつ大きく息を吸い込こむと、


「──わかった！　全武装稼か動どう準備！　全力をもって敵を叩たたく！」


「了解！」


　ナイトメアの名が出て以来、複雑な表情を浮かべ、沈黙したままのミリィ。


「敵艦識しき別べつ！　三〇〇Ｍ級攻撃艦、個体名『ガルヴェイラ』」


　サブ・ディスプレイのひとつに、三角錐の形をした、どことなく有機的なフォルムの船が映し出された。


　その時。


『──久しいな。ヴォルフィード』


　低い声が、『ソードブレイカー』のコックピットに流れた。





「あいつからの強制通信です」


　キャナルはケインとミリィに言った。


　画像はない。ただ声だけが響ひびいてくる。


　キャナルは通信用のカメラに向かい、


「──ひさしぶりね。ガルヴェイラ。……まさかあなたが、こっちのことばを使うとは思わなかったけど」


『マスターと『デュラグディグドゥ』の趣しゆ味みでな。きさまこそ、そのなりは一体なんのつもりだ？』


「──私のマスターの趣味よ。


　どうでもいいけど、あなたひとりでこんなところに出てきて、一体どうするつもりなの？


　まさかひとりで、私を沈められるとでも？」


『沈めてみせるさ』


　ひとことを残し、通信は切れる。


「ケイン！　回かい避ひを！」


「──お……おぅっ！」


　わけのわからぬままにうなずくケイン。


　空間を光が疾はしった。


　彼方かなたから飛来した、数条の光がフォボスに突き刺さる。


　瞬しゆん間かん──


　閃せん光こうとともに、火星の衛星フォボスは砕くだけ散る！


『──なっ!?』


　思わず声を上げるケインとミリィ。


「爆発衝しよう撃げき波は、来ますっ！」


　キャナルのことばが終わると同時に。





　ゴグゥンッ！





　衝撃が、『ソードブレイカー』をゆるがした。


　宇う宙ちゆう港こうなど言うまでもなく。周しゆう辺へんにいたデュゴール・コネクションの艦隊も、あるいはフォボスの破片を受けて爆発を起こし、あるいは衝撃波にみまわれて戦闘不能に陥おちいる。


　攻こう撃げき機きの群れなど、岩にやられて爆発したか、あるいはどこかへ吹き飛ばされたか、影も形ももう見えない。


「──な……何なんだっ、ありゃあっ!?」


　思わず声を上げるケイン。


「……幸運だったわ……」


　不敵な笑えみを浮かべつつ、キャナルはぽつりとつぶやいた。


「ガルヴェイラの奴、かなりパワー・ダウンしてます。今の一撃だって、本来の半分もパワーが出てません」


「……あれで半分……か……」


　ケインの額ににじむ汗。


「そう──憶おぼえておいてくださいね。ケイン。これが私たち流の『戦い』です」


　爆発の衝しよう撃げき波はやら電でん磁じ波はやらで、センサー類が一瞬麻ま痺ひする。


「──奴やつは!?」


「わからないわ！　けど──」


　キャナルが言い終るより早く。


「サイ・バリア展てん開かいっ！　フルパワーだっ！」


　いきなりケインが声をはり上げる。


　理由はない。ただのカンだ。


「了解っ！」


　キャナルがそれに応こたえると同時に──





　がぎゅぅぅっ！





　耳ざわりな音と衝撃が来る。


『ソードブレイカー』のバリアが、『ガルヴェイラ』のエネルギー弾を虚こ空くうにはじき散らした。


「奴だ！」


『ガルヴェイラ』は、フォボスの爆発で『ソードブレイカー』のセンサー類を一瞬くらまし、そのすきに、一気にふところにとび込んで来たのだ。


「バリア解かい除じよ！　高速機動行ないつつ、リープ・レールガン発射準備！」


「バリアを!?」


「むこうも条件は同じはず！　となりゃ見当で撃うってるだけだ！　ラッキー・ヒットはもうない！」


「了解っ！」


　ケインの命にしたがって、『ソードブレイカー』は身をひるがえす。わずか十数ＫＭの位置には、砲撃を続けるガルヴェイラ。


　フォボスを一撃で粉ふん砕さいした光の帯おびが、『ソードブレイカー』の左右をかすめて過ぎる。


　やがてセンサーが回復し、レーダーサイトにくっきりと、『ガルヴェイラ』の艦影が映し出される。


「リープ・レールガン、発射！」


　磁じ気き射出された実弾は、一定距離で炸さく裂れつし、小さな転移装そう置ちを四方にまき散らす。


　転移装置は一定距離を進むか、バリアや障しよう害がい物ぶつと接せつ触しよくすると作動し、半径五〇Ｍほどのエリアだけを空間転移させる。


　すなわち、これに接触したものは、防ぼう御ぎよ力りよく、バリア類の有う無むにかかわらず、その一部をえぐり取られることになるのだ。空間ごと。


　逃れ得る手段はひとつ。回かい避ひのみ。


『ガルヴェイラ』は一気に加速をかけて回避した。


　そのまま迂う回かいしながら、『ソードブレイカー』に向かって宇宙を疾はしる！


「キャナル！　サイ・ブラスターの照準コントロールをミリィにまわせ！　ミリィ！　迎げい撃げき頼むっ！」


「──あ──わ、わかったわ！」


　いきなり名を呼ばれ、一いつ瞬しゆんミリィはうろたえる。


　キャナルの操そう作さ説明にしたがって、『ガルヴェイラ』に砲撃をかけるミリィ。


　しかしあるいは回避され、あるいはバリアにはじかれる。


『ソードブレイカー』からの砲撃のあい間を縫ぬって、『ガルヴェイラ』は無数の光を放った！


「バリアをっ！」


「了解っ！」


　ぐごごごごぉうっ！


　デュゴール・コネクションの艦隊を、一撃で壊かい滅めつさせた『ガルヴェイラ』の追尾攻撃弾ハウンドドツグは、しかし『ソードブレイカー』の張はったバリアにあっさりはじかれる。


　攻撃の失敗にもかまわず、まっすぐに向かってくる『ガルヴェイラ』。


「あいつ！　突っ込んでくる気よっ！」


『──そうとも──』


『ガルヴェイラ』の声は、今度はキャナルの『耳』にだけ届とどいた。


『ヴォルフィード、きさまと心中ならば不足はない』


「サイ・バリア展開っ！　リープ・レールガン、手動スタンバイ！」


　ケインが命令を下す。


　次の瞬しゆん間かん。





　ぎぎきぃぃぃぃぃぃぃっ！





　衝しよう撃げきと、激しいきしみとが『ソードブレイカー』をゆるがした。


『ガルヴェイラ』のサイ・バリアと『ソードブレイカー』のサイ・バリアとがぶつかり合い、宇宙に蒼あお白じろいプラズマを散らす。











[image: ]








『ソードブレイカー』の外部モニターは、単眼にも似た『ガルヴェイラ』のセンサー・アイを大映しに捕とらえていた。


　リープ・レールガンの発射準備を進めるケイン。


「だめよ！　ケイン！」


　キャナルが叫ぶ。


「この位置で撃てば、こっちもやられるわ！」





　ぎききゅぅぅぅぅっ！





　きしみの音が微妙に変わる。


　たがいに激しくぶつかり合ったバリアが相そう殺さいしはじめたのだ。


　すぐに『ガルヴェイラ』と『ソードブレイカー』を隔へだてるものはなくなる。


　その瞬しゆん間かんを狙ねらい、『ガルヴェイラ』は誘ゆう爆ばく覚悟で攻こう撃げきをかけてくるはずだった。


「──タイミングまちがったら……死ぬな……」


　ケインはリープ・レールガンの発射トリガーに指をかけたまま、小さくつぶやく。


　不敵な笑えみを浮かべたままで。


　ヴヴヴィュゥゥゥッ！


　バリアが消える。


『ガルヴェイラ』の砲ほう座ざに灯が点ともる。


「──行けぇっ！」


　ケインは発射トリガーを引いた。


　次の瞬間。





　がぎゅうっ！





　鈍にぶい衝撃ひとつを残し、『ガルヴェイラ』は、『ソードブレイカー』のバリアにはじき飛ばされていた。


　見れば『ガルヴェイラ』のほとんど後ろ半分が、もののみごとに消失している。


　ケインはあの瞬間、リープ・レールガンをバリアの中、『ガルヴェイラ』のま後ろではじけさせたのだ。


　結果、バリア内という、一種の閉へい鎖さ空間内でばら撒まかれた転移装そう置ちが、『ガルヴェイラ』のほとんど半身を奪うばったのである。


　バリア発生機能を失い、瞬しゆん時じに復活した『ソードブレイカー』のバリアにはじかれ、火を吐きながら虚こ空くうを漂ただよう『ガルヴェイラ』。


「とどめだっ！　決めるぞキャナル！　増幅ブーストチップ射出！」


「増幅ブーストチップ射出！」


　射出した六基の増幅ブーストチップは、『ソードブレイカー』のまわり、正六角形の位置で、はりついたように動きを止める。


「サイ・バリア展開！」


「了解っ！」


『ソードブレイカー』の展開したバリアが触ふれるなり、増幅ブーストチップは青白い輝きを放つ。


「プラズマ・ブラスト！　発射フアイア！」


『ソードブレイカー』のバリアから、十数条のプラズマの腕が伸びる！


　蒼あおく輝くプラズマが、きれいな曲線を描きつつ、一条残らず『ガルヴェイラ』を直撃した！





　ぐおぉ……おおぉぉぉぉぉぉぉぉっ！





　悲ひ鳴めいが響ひびいた。


　音など伝わるはずのない宇宙空間に。


「──奴の断だん末まつ魔まよ──」


　ぽつり、と小さくつぶやくキャナル。


　そして──


　ひときわ大きな光の花が、宇宙に咲いた。





「──さて。説明してもらいましょうか」


『ガルヴェイラ』の最期を見み届とどけてしばし。


　コックピットに落ちた沈黙をうち破ったのはミリィだった。


　ぎくぅっ。


　一いつ瞬しゆんこわばるケインとキャナル。


「……あー、じ……実はだなぁ、ミリィ……」


　こほんっ、とひとつせき払いをしてケインは言う。


「この船はな、軍の新兵器テストも引き受けてて……」


「そ──そうそう[image: ]　だからこのことは他た言ごん無む用ようといいましょうか……」


「うそつき」


　必死で言いつくろう二人を、ミリィはジト目で眺ながめつつ、


「……この船も、今のあいつも、立派な遺失宇宙船ロスト・シツプじゃないの」


　ずばり、と言ってのけた。


　遺失宇宙船ロスト・シツプ──


　人類が銀河へ進出した際、異い星せい人じんそのものとの接せつ触しよくはなかったのだが、その痕こん跡せきはかなり発見されている。


　水に沈んだ異文化の都市、各地から発見された、あきらかに人類以外の生命体の遺い体たい。


　そして──遺失宇宙船ロスト・シツプ。


　ただし、これに関しては、公的記録は一いつ切さい存在しない。


　理由は、そのケタ外れの戦闘能力にあると言われている。


　人類には実現不可能な技術と超兵器を満まん載さいし、現存する宇宙船ふねでこれに対抗するのは不可能。


　もしも誰だれかがそれを持っていたとしても、世間に知られたら、軍や組織や兵器産業が黙だまってはいない。ゆえにこそ、遺失宇宙船ロスト・シツプに関する資料は存在しないのだ。


　遺失宇宙船それの実在を信じる者は、みな、そう言う。


　とどのつまり、一般には、その存在は噂うわさでしかないのだ。


「……や……やですねぇ、ミリィったら[image: ]　遺失宇宙船ロスト・シツプなんて、たんなるつくり話、うわさですって。うわさ」


　あくまでシラを切り通そうとするキャナル。


「……そうそう。第一お前、遺失宇宙船ロスト・シツプてのが一体どーいうもんなのか、知ってて言ってんのか？」


　横からケインも口をはさむ。


　余よ裕ゆうたっぷりのその口く調ちようとはうらはらに、頰ほおに流れるひとすじの汗を、むろんミリィは見逃さなかった。


「しらばっくれたってだめよ。……こう見えても、あたしは探たん偵てい……もと探偵ですからね」


　自分でわざわざ言い直すあたり、どうやらふっ切れたようではある。


「前に、そーいったことに関係した事件があったのよ。……第一、あれだけの慣かん性せいをキャンセルするシステムに言ごん語ご道どう断だんの兵器の数々。……サイ・バリア？　リープ・レールガン？　強力すぎるにも限度ってぇもんがあるわよ。


　それに何より、フォボスをあっさり潰つぶしちゃうよーな大だい怪かい獣じゆうみたいな宇宙船ふねと戦って勝っちゃうなんて！　ここまでやっといてまさか、『新兵器』のひとことで煙けむに巻ける、なんて思ってんじゃないでしょーねっ！」


　一気にまくし立てられて、しばし顔を見合わせるケインとキャナル。


「……誰だれにもいうなよ……」


　困った顔でケインは言った。


「たしかに……この船は遺失宇宙船ロスト・シツプだ。──けどな、実際の話、俺おれはこいつを死んだばーちゃんからもらっただけで、それ以上のことは知らねえ。


　──さっきのなんとかって遺失宇宙船ロスト・シツプとこいつにどういった因いん縁ねんがあるのか、ちっとも聞いちゃいねーんだよ。


　……な。キャナル」


　ぴくっ。


　一いつ瞬しゆんキャナルはひきつって、


「……ま……まあ……聞かれませんでしたからねー」


　あさっての方を見ながら答える。


「そうだな。じゃあ今聞こう。一体今のあれは何なんだ？　お前との間に何がある？」


「…………」


　めずらしく、キャナルはしばし瞑めい黙もくし、ちらり、と視線をミリィの方に走らせる。


「あ。あたしならだいじょーぶよ」


　カルい口く調ちようでぱたぱた手を振ふるミリィ。


「どーせあたしも、この船にやっかいになるつもりだから」


「……ちょっ……！」


「ちょっと待てえぇっ!?」


　思わず叫ぶケインとキャナル。


「お前……そんなこと一方的に……第一何を好きこのんで……？」


「だっておもしろそうだし。そもそもあたしが失業したんだって、もちろん全面的に、ってわけじゃあないけど、ケイン、すこしはあなたのせいもあるんですからね。……お給料安くてもいいから。ね[image: ]」


「『ね[image: ]』じゃなくてな……そりゃあまあ、お前さんを住んでる惑ほ星しにまで送る、くらいのことはするけど……」


「じゃあ、話し合いの時間はたっぷりあるわけね。──それより、キャナルの話がまだ途と中ちゆうだったと思うけど？」


「……[image: ]っ……！……よ……よけいなことをっ……」


　彼女は小さなため息ひとつつき、


「……そうね……どう話したらいいのか……


　けど問題は、あなたたちが、私の話を信じてくれるかどうかですね……


　──そう──たとえば──


　もしも私がここで、『銀河系の支配をもくろんでいるものがいる』って言ったら、信じます？」


「とりあえず馬鹿にする」


「指さして笑う」


　真顔のままで交互に答えるふたり。


　キャナルは大きくため息をつき、


「……あいつらは、前の世界──私が生み出された時代からの私の敵です。……今言えるのはこれくらいですね……」


「──ちょっ……！　ちょっと待てよっ！」


　ケインはあわてて、


「あいつら、って、他にもいるのか!?　あんな敵やつが!?」


「あと──五体」


「……キャナル……お前……ひょっとして……」


　ケインは問う。


「前の世界で、日頃の行ない悪かったんじゃねーだろうな？」


「そーゆーんじゃありませんっ！


　……とにかく……今話せるのはこれくらいですね。


　プレッシャーをかけるようなことになってもいけませんし……


　話すべき時が来たら、私の方から話します」


　そう言われては、ケインもミリィも、それ以上には問えなくなる。


「……あ……」


　メイン・スクリーンの映像を切り替かえて、キャナルは小さく声を上げた。


　そこに映るのは、ダーク・ブルーの宇宙艦隊。


「……星間警察ユニバーサル・ガーデイアンと宇宙軍ユニバーサル・フオースよ」


「……やれやれ……今さらのお出ましか……」


　ケインは深いため息をついた。





　かくて──


『ナイトメア』との抗争と、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンの介入により、デュゴール・コネクションは壊かい滅めつ的なダメージを受けた。


　デュゴール側の生き残りが証言した『ガルヴェイラ』の戦闘能力を、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンは全まつたく信じず、衛星フォボスの崩ほう壊かいもすべて、デュゴール・コネクションのしわざ、ということになってしまったのだ。


『ソードブレイカー』の記録ユニットには、ことの子細がはっきり記憶されてはいるのだが、むろんケインは、わざわざそんなものを提出して、組織を弁護してやるつもりなどはさらさらない。


　一方ケインとミリィは、かんたんな取り調べを受けたのみで、あっさりと釈しやく放ほうになったのだった。


『ソードブレイカー』には立ち入り調査も行なわれず、キャナルは、火星のもうひとつの衛星、ダイモスの宇う宙ちゆう港こうで、ふつうの船のふりをしていた。


　そして──火星。


「……と。こんなもんか……」


　部屋の中をざっと見渡してケインは言った。


　ホテルに置きっぱなしにしていた荷物を引き取りに来たのだ。


　量はそれほど多くない。トランク・ケースにひとつ分。


　今日、火星を発つ。


　──結局、クレイブを連れて帰ることはできなかったが……


　ケインはかるく頭を振り、重い心を吹き払う。


「──さぁて、と……今度はミリィを説得しなくちゃならんか……」


　片手にルーム・キー、片手にトランク・ケースを持って、ケインは一階下に取ってあるミリィの部屋へと向かった。





　とんっ。とんっ。


　ノックの音がした。


「──はぁい」


　トランクに衣類を詰つめ込こみながら答えるミリィ。荷造りはまだ終っていない。


　とんっ。とんっ。


「はぁいっ！……って、聞こえなかったのかなあ……ったく……ケインってば気が短いんだから……」


　とんっ。とんっ。


「……今開けるわよ」


　言ってミリィは、安造りのホテルのドアを開いた。


　そこに、見知った顔があった。


　彼女の予想とは違っていたが。


「────」


　一いつ瞬しゆんの硬直が解とけるより早く。





　ばぢっ！





　電でん撃げきにも似たショックが全身を駆かけ抜ける。


　──麻痺銃パラライズ・ガン──


　一瞬で、ミリィの意識は闇やみに落ちた。





　ケインは足を、ひたり、と止めた。


　ミリィの部屋のすこし手前。


　手にしたバッグを、ケインは静かに床ゆかに下ろす。


　音を立てないようにバッグを開き、取り出した、サイ・ブレードを装そう着ちやくする。


　部屋の扉とびらが開いていた。


　不吉な予感が駆け抜ける。


　慎しん重ちように部屋の中をのぞき込む。


　部屋中に散らばった荷物。


　そして、部屋の壁かべには、赤いスプレー塗と料りようで大きく『屋おく上じようで。五分だけ待つ』。


　一瞬、ケインの脳のう裏りを、ばらばらにされたクレイブの姿がよぎった。


「──ミリィ！」


　ケインは思わずかけ出していた。





「──来ると思ったよ。ケイン」


　狂気の笑えみをはりつかせ、ゼナンはケインを待っていた。


　その腕の中には、ぐったりとなったミリィの姿。


　右手には、サイ・ブレードを抜き放ち、刃やいばを彼女の首のあたりにかまえている。


「……生きてやがったのか……日頃の行ない悪いくせに、よ……」


「ああ。……一撃でフォボスをぶち砕くような化ばけ物もの、いちいち相手にはしていられんからな。ダイモスの衛えい星せい港こうに退たい却きやくさせてもらったよ。


　……で？　あいつはどうなった？」


「俺おれがあっさり片づけてやったよ」


「ほぉう……そいつぁたいしたもんだ」


　ただの軽口と受け取ったか、笑みを浮かべて聞き流すゼナン。


「──さて……本題に移ろうか、ケイン。


　実はお前に頼たのみたいことがある」


「『おとなしく殺されろ』──だろ？」


「いや──『武器を捨てろ』にまけといてやるよ」


「……なるほど……親切なこった……」


　ケインは右手に持ったサイ・ブレードの発振器にちらりと目をやった。


　びちっ！


　ベルトにつけた増幅器ブースターから伸びるコードをひきちぎり、増幅器ブースターを外はずしてほうり捨てる。


　かしゃんっ。


　意外と軽い音を立て、増幅器ブースターは、コンクリートの床ゆかに転ころがり落ちる。


　続いてバンダナと発振器も。


「──よぉし……ついでにマントもはずして、そこでぐるりとひと回りだ。……まだどこかに武器を隠かくしてるかもしれんからな」


「……もう持ってねえよ」


　言いながらも、ケインはおとなしくマントを外し、その場でくるりとひと回り。


　ゼナンは満足げにうなずくと、


「……なるほど……たしかに武器はなさそうだな……では……」


　言ってちらりっ、と、腕の中のミリィに視線を落とす。


　その瞬しゆん間かん。


　やおらケインが、ゼナンに向かってダッシュをかけた！


「なにっ!?」


　すかさずゼナンは、ミリィをケインに向かってつき飛ばし、自分は横へと身をかわす。


　あわててミリィの体を抱き止めるケイン。


　そこを狙って、サイ・ブレードの刃を飛ばすゼナン！


「がぅっ！」


　ケインは小さく悲ひ鳴めいを上げた。


　今の一撃が、ケインの左肩を灼やき貫ぬいていた。


「……どういうつもりかな？」


　ケインの退たい路ろを塞ふさぐ形で、降り口の方へとまわりこみながらゼナンは言った。


　ちょうど、ケインとゼナンとの位置が入れ替かわった形になる。


「いきなり突っ込んで来るとは……まさかあれで、俺の不意をついたつもりじゃあないだろうな？」


　ケインはまず、ミリィの無ぶ事じを確認した。


　どうやら単に、気を失っているだけのようである。


　彼はゼナンをにらみつけ、


「……てめえ……俺がもし、あの時動かなかったら、俺の目の前でこいつを切りきざむつもりだったろうが!?」


「ほう……よくわかったな。


　さすが、と言ってやりたいところだが、それでどうなるものでもあるまい？」


「……そうでもないさ……」


　ケインはミリィをそっとその場に横たえて、じわり、とゼナンとの間まを詰つめる。


　──勝負は一いつ瞬しゆん。


　それを逃せば、もはやケインに勝ち目はない。


「……行くぜ……ゼナンっ！」


　ひと声吠ほえて、ケインはゼナンに向かってダッシュをかけた。


「……馬鹿が……それでどうするつもりだっ!?」


　場所は動かず、サイ・ブレードを構えるゼナン。


　間合いに入るその直前。


　ケインは身を低くして、ゼナンの足にタックルをかけるような形で突っ込む。


　がっ！


　ゼナンの蹴けりが、まともにケインの肩を捕とらえた。


　転ころがるケイン。サイ・ブレードを片手に追うゼナン。


「終りだっ！　ケイン！」


　光が疾はしった。


　ざむっ！


　ブレードの光は、まともに心臓を貫つらぬいていた。


　──ゼナンの心臓を。


　彼に向かって突っ込んで来た時、拾ったのだろう。ケインの手には、サイ・ブレードの発振器があった。


　コードがひきちぎられたままの。











[image: ]








　──ばか……な……


　つぶやきの形にゼナンの唇くちびるが動く。


　──それが、最さい期ごだった。


　……どぅっ……


　ゼナンはその場に倒れ伏ふし、そして、二度と動かない。


「──残念だったな──」


　ケインは肩で荒い息をつきながら、ゼナンを見下ろして言った。


「……お前と違って俺は根こん性じようあってね……増幅器ブースターなしでもこれくらいの芸はできるんだぜ……疲れるけど……」


　からんっ。


　ケインは手にしたサイ・ブレードの発振器をほうり出した。


　今。


　ようやく戦いは終ったのだ。





「お帰りなさい。ケイン、ミリィ」


　いつもと変わらぬ笑え顔がおを浮かべ、キャナルは二人を出迎えた。


　ダイモス衛えい星せい港こう、『ソードブレイカー』のコックピット。


「……やー。まいっちまったぜ。ゼナンの奴やつが生きててよ……ま、俺があっさり成敗してやったけどよ」


　言いながら、ケインは操そう縦じゆう席せきにつく。


　ミリィはやはり砲ほう手しゆ席せき。


「……で？　ケイン、次はどこへ行きます？」


「とりあえずはミリィの家のある惑ほ星し、だな」


「……あたしを雇やとってくれるって話は？」


　横から口をはさむミリィ。


「だからぁっ！　俺がいつンなこと言ったよっ!?」


「──そのことなんですけどね、ケイン。置いてあげてもいいんじゃないですか」


「……なっ……!?」


「ををっ！　さすがキャナル！　話がわかるじゃない！」


「ミリィさんのことはくわしく調べさせてもらいました」


「……えっ……？」


　にこやかに言うキャナルに、一いつ瞬しゆん絶句するミリィ。


「──素す姓じようは確かですし、火器のコントロールの確かさはケインも見た通りでしょ。ここに置いておいて不ふ都つ合ごうはないと思いますけど。ね。ミリィ」


「……あは……あははははは……」


　意味ありげな視線を送られ、ひきつった笑みを浮かべるミリィ。


「……何か隠かくしてんな……お前……」


「女同士のひ・み・つ[image: ]　って奴ですよ。ね。ミリィ」


「あははははははははははははははははははははははははははははは[image: ]」


　さらに引きつるミリィの笑顔。


　ケインはため息ひとつつき、


「……ま……いいか……


　ともあれ、だ……


『ソードブレイカー』発進だっ！」


『了解っ！』


　キャナルとミリィの声がハモった。












　エピローグ




「──そうか──」


　自宅でケインからの報告を受け、レイルはぽつりとそう言った。


『……すまん……俺おれがうかつだった……』


「いや……もういい……切るよ……」


『……ああ……』


　ケインの答えを待ってから、レイルは通信機のスイッチをオフにする。


　──ふぅ……


　大きなため息ひとつつき、部屋のキャビネットから、一本のブランデーとグラスを出してくる。


　とっておきの一本の封ふうを切り、グラスになみなみと注そそぐ。


　それを、惜しげもなくひと息に。


「──旨うまい」


　満面の笑えみをレイルは浮かべた。


「がんばってくれたケインくんに──乾かん杯ぱい、だ。……まったく……思った以上に踊ってくれたよ」


　むろん、クレイブとかいう、どこの馬の骨かも知らない人間が殺されたことなど、彼の頭の中にはもはやない。


　膨ぼう大だいな数の捜そう索さく願ねがいリストの中から、デュゴール・コネクションとかかわりのある、それらしい人間を探し出した。単に、それがその男だったというだけのことである。むろんクレイブの父親など、会ったことはおろか、顔すら知らない。


　そう。


　ケインという名の男が、『ナイトメア』のさしがねでデュゴールを暗あん殺さつしに来る。


　名を伏ふせて、デュゴール・コネクションにそう教えたのは、他ならぬ彼のやったことだった。


　すべては彼のおぜん立て。


「……しかし、これでデュゴール・コネクションもおしまいだな。……さてさて……今回のこの働き、『ナイトメア』はいくらのボーナスをくれるかな……？」


　レイルはつぶやいて、一気に二杯目をのみ干した。


　──しかし。


　彼は知らなかった。


　今回、彼の立てたこの計けい略りやくが、ケインばかりか、『ナイトメア』の運命さえ変えてしまったことに。





　……お……おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……ん……


　その部屋には、いつもその音が満ちていた。


　呪じゆ詛その呻うめきにも似た低い音。


　むろん黒服は、それを何かの機械音だと信じて疑いはしないが。


　彼は、本日最後の報告を読み上げる。


「──ダーレス＝デュゴールの暗殺に成功した、との報告が、現地に送り込んだ工作員より届とどきました。表向きは車の事故、という形を取っています」


　アルバート＝ヴァン＝スターゲイザーは、黒服の報告を、黙だまってじっと聞いていた。


　その表情には、何の感かん慨がいの色も浮かばない。


「これにより、実質上デュゴール・コネクションは壊かい滅めつ。あとは少々人員を送るだけで、確実に制圧できます。


　他にも小さな組織がありますが、規き模ぼは問題にならない程度のものです。


　──実質、太陽系の裏の実権は、我々が握にぎることになります」


「──そうか──」


　スターゲイザーはぽつり、とつぶやいた。


「事後処理は任せる。他に報告は？」


「本日は、以上です」


「わかった──退さがるがいい」


「はっ」


　慇いん懃ぎんな礼をひとつして、黒服はその部屋を出る。


　ややあって──


「──聞いた通りだ」


　誰もいない部屋の中。


　スターゲイザーは声を上げた。


「これでまたひとつ……おまえの望みに近づいた。」


『……しかし……問題も生まれた……』


　声は、どこからともなく聞こえた。


　まさに、部屋そのものが震ふるえているかのような声。


「……ヴォルフィード……おまえの古き宿しゆく敵てきか……


　ガルヴェイラさえ倒された。


　どうするつもりだ？　闇を撒くものダーク・スターよ？」


『……今は……まだ足りん……』


　声は呻うめくように言う。


『……時間だ……まだ時間が要いる……


　しかしすべてが整った時……奴を滅ほろぼす……世界とともに……』


　闇やみにかぎりなく近しい部屋に、瘴しよう気きの色が濃くなった──














　きっとみんな先に読むんだろーけどあとがき






神坂　一









　＊この物語はフィクションです。


　　実際の科学考証・物理法則は一いつ切さい関わりありません。







　よぉしっ！　これでいいかげんなこと書いてもきっと文句は来んぞっ！





　そーゆーわけで神坂です。


　このたびは、当「ロスト・ユニバース」をお手に取りいただき、まことにありがとうございます。


　私にとって、シリーズとしては二つ目になるこの作品、こんどはＳＦ風ふう味みの仕立てにしてみましたが、はてさて、いかがなもんでしょう。


　乱読ではじまり猟りよう奇き推すい理りを経へてスペオペ経けい由ゆファンタジー行き、とゆー、時代そのまんまの読書経歴を持つ私にとって、このジャンルって、昔っから一度書いてみたかったものなんですよね。


　もっとも、読んでいただいた方はおわかりだと思いますがこの作品、『ＳＦ』のフリをしてはいますが、実はＳＦじゃありません。


　とはいえ、いくつかのＳＦちっくな兵器なども出てきていますので、いちおーざっとした解説をしておきたいと思います。







　　すこぶるわかりやすい兵器解説




・レーザー・ミサイル　この二点に関しては、今さら説明するまでもないでしょう。


・レールガン　すごい武器。当たると痛い。


・ビーム砲　　すごい武器。見た目が派は手で。





　ををっ！　なんてわかりやすい解説でぃっ！


　あああっ！　そこのひとっ！　ページを閉じないでっ！


　別に読者をナメているわけではないっ！　作者は物理が不得意だったのだっ！


　それはさておき、次に、今回の話の中で、超光速航法として、てきとーにでっち上げた『相転移航法フエイズ・ドライブ』について。


　人間の精神力を物理応用して行なう、ということですが、早い話が『根性入れたら光の速さなんてメじゃねーよ航法』と解かい釈しやくしていただければけっこーです。


　あと、電でん磁じバリア。


「ああ。バリアなんだな」とでも解釈してください。それでじゅーぶんです。


　とまあ、ここに書いた程度のモノが、この話の中で一般の人類が持っている技術です。


　あと、超光速航法でも何日もかかるところを、なんで通信はほぼリアルタイムで届くのか、とゆー疑問をおぼえた方もいらっしゃるでしょーが、





　気にしないでください。





　俗ぞくに言う、『作品の都つ合ごう上』とゆー奴やつです。


　ＴＶニュースなんぞで見てでさえ、あの会話の間まとゆー奴は、とことん緊きん迫ぱく感かんやテンポに欠けまくりますから。


　……このあとがき書いててふと思いついたんですけど、どーせ精神の物理応用ができるんですから、それを利用して通信できてしまう、とゆーへりくつはどーでしょーか。リアル・タイムでの精神感応を利用して、電波信号を送るとかなんとか。


　よしそーしよう。そーしましょう。そーゆーことでそーなりましたので。


　便利だなぁ。精神力って。（をいをい……）


　そうそう。作品中での通貨ですが、一クレジットはおよそ千円ほどの値打ち、と考えていただければけっこーです。


　依頼料が安いぞっ！　宇宙船の燃料代にもならねーんじゃないかっ！　とゆー説もありますが、この時代、推進剤の改良と、なにより宇宙船の普及とで、とことんコスト・ダウンしています。


　……石油資源があと何十年しかもたない、などといわれている現代でさえ、ガソリンの値段はおいしい水より安いわけですから、宇宙船の推進剤も、普及したら安くなるでしょう。たぶん。


　設定に関しては、ざっとこんなところでしょーか。


　本編の主人公、ケインがなぜかマントをつけてたりしますけど、あれは伏ふく線せんでも何でもなく、単なる作者のシュミ、とゆー奴です。


　イメージとしてはスターウォーズ３冒頭のルークですね。


　……作者自身もマントを探してたりするんですけど、やはりデパートや紳しん士し用品店には置いてないみたいですねー……当たり前かもしれんが……


　こーゆーモノを書くにあたって、とゆーわけでもないのですが、ＴＶの科学特集番組なんぞをちょくちょく見たりするにつけ、最近の地球技術文明の進歩はすごいのぉ。などとひしひし思ってしまう今日このごろだったりします。


（……とはいえ、現代物理学者の中にも、小学生レベルのへりくつをへーきでのたまう方とゆーのもいるよーですが……）


　しかし技術力が上がったわりには、精神レベルはいっこも進歩していないとゆー……


　ま、それも、『人間が地球上でいちばんエラい』とゆー考え方を捨てないかぎり、どーしよーもないのとなんしょーがね。


　楽しみだなぁ。一九九九年七の月。


　それはともかく。


　この「ロスト・ユニバース」のシリーズは、おそらく長くても全五巻くらいのボリュームでしょう。なにしろ敵の数をきっちし明示しちゃいましたから。


　さてっ！　それでは次回予告！





　ロスト・ユニバース　Ｖｏｌ．２


　ぢつはまだ何も考えてない。


　あああっ！　石を投げないでっ！


　人間もっとおおらかに生きなくっちゃいけんよ。お若いの。


　冗そ談れはともかく。なるべく早く書くよーにしますから。


　それでは今日のところはこのあたりで。


　よろしければ、またいずれお会いしましょう。







あとがき・おわり
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